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に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
間

違
い
な
く
、
本
展
覧
会
の
価
値
を
こ

の
上
な
く
高
め
て
い
ま
す
。
正
に
、

令
和
の
時
代
に
相
応
し
い
展
覧
会
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
出
品
者
が
増
え
、
刀
職
者
の

技
術
の
向
上
に
多
大
な
る
貢
献
を
す

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
展
に
お

い
て
、
栄
え
あ
る
大
賞
を
受
賞
で
き

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
望
外
の
喜

び
で
す
。
今
後
は
、
受
賞
を
励
み

に
、
日
本
刀
文
化
が
千
年
後
に
も
継

承
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
自
ら
の
技
術

を
磨
き
、
後
継
者
を
し
っ
か
り
と
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
展
覧
会

の
会
場
と
な
り
ま
す
刀
剣
博
物
館
、

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
、
そ
し
て
林

原
美
術
館
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
展
覧
会
開
催
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関

各
位
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
の
御

礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
本
稿
に
は
八
月
五
日
の
授
賞
式
に
お
い

て
受
賞
者
を
代
表
し
て
述
べ
た
謝
辞
を
再

録
し
ま
し
た
）

�
�

研
磨
の
部

　玉
置�

城
二

　
研
磨
コ
ン
ク
ー
ル
に
初
め
て
出
品

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
弟
子
入

り
一
年
目
の
平
成
四
年
で
す
。
研
磨

歴
は
今
年
で
ち
ょ
う
ど
三
十
年
に
な

り
ま
す
。

　
当
初
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
に
と

普
段
以
上
に
時
間
を
か
け
、
入
念
な

研
磨
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
年
々
目

も
上
が
り
、
自
分
の
中
の
研
磨
基
準

も
高
い
設
定
へ
と
変
わ
り
、
気
が
付

け
ば
普
段
か
ら
入
念
な
仕
事
を
行

い
、
そ
し
て
い
つ
の
頃
か
ら
か
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
特
別
な
仕
事
で
は
な

く
、
普
段
通
り
の
仕
事
で
臨
む
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
開
催
さ
れ
た
「
令
和
の
名

刀
・
名
工
展
」
の
出
品
刀
は
、
月
山

貞
伸
刀
匠
の
新
作
刀
で
す
。
新
作
の

研
磨
は
生
ま
れ
立
て
の
刀
に
命
を
入

れ
る
〝
開
眼
〟
の
よ
う
な
感
覚
が
あ

り
、
私
に
と
っ
て
最
も
や
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
で
す
。

　
刀
匠
に
よ
る
焼
き
入
れ
後
、
ま
だ

地
刃
の
見
え
な
い
そ
の
刀
身
を
ム
ラ

な
く
研
ぎ
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
各
線
や
面
、
肉
置
き
な
ど
、

刀
の
全
て
を
決
定
づ
け
る
の
が
新
作

刀
の
研
磨
で
す
。今
後
、一
千
年
生
き

続
け
て
い
く
そ
の
刀
が
、
生
ま
れ
て

初
め
て
受
け
る
研
磨
こ
そ
、
こ
の
後

行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
ど
の
研
磨
よ
り

も
重
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
研
師
と
い
う
職
に
就
き
三
十
年
の

節
目
と
な
る
こ
の
年
に
、
普
段
通
り

の
新
作
刀
研
磨
を
、
大
賞
と
い
う
最

高
の
形
で
お
認
め
い
た
だ
け
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
展
覧
会
へ
の
出
品
を
快
く
お
許
し

く
だ
さ
っ
た
貞
伸
刀
匠
は
じ
め
、
今

ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に

は
心
よ
り
感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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�

拵
下
地
の
部

　久
保�

純
一

　
こ
の
度
は
身
に
余
る
大
賞
を
頂

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
十
八
歳
の
春
に
一
生
の
仕
事

を
柄
巻
き
と
決
心
し
、
嬉
し
く
て
担

任
の
先
生
に
報
告
し
ま
し
た
。
す
る

と
開
口
一
番
、「
そ
ん
な
こ
と
で
は

生
活
が
で
き
ん
。
親
が
泣
く
ぞ
。
普

通
の
会
社
員
に
な
れ
」
と
反
対
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
迷
い
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

���

作
刀
の
部

　久
保�

善
博

　
本
日
は
、
私
た
ち
刀
職

者
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な

盛
大
な
表
彰
式
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、「
令
和
の
名
刀
・

名
工
展
」
開
催
に
当
た

り
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
「
刀
剣
・
和
鉄

文
化
を
保
存
振
興
す
る
議

員
連
盟
」
の
先
生
方
、
そ

し
て
文
化
庁
は
じ
め
関
係

機
関
各
位
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
刀
千
年
の
歴
史
に

お
い
て
、
古
刀
、新
刀
、新
々
刀
に
続

き
、明
治
以
降
を
現
代
刀
と
分
類
し

ま
す
が
、
実
質
的
に
は
戦
後
の
七
十

七
年
間
が
今
日
に
つ
な
が
る
美
術
刀

剣
の
歩
み
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

　
戦
後
の
刀
の
作
れ
な
い
苦
難
の
時

期
を
乗
り
越
え
、
昭
和
・
平
成
と
、

永
い
間
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

主
催
の｢

新
作
名
刀
展
」
が
、
日
本

刀
に
携
わ
る
職
人
の
技
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
全
日
本
刀
匠

会
の
「
お
守
り
刀
展
」
や
、
日
本
刀

文
化
振
興
協
会
の｢

新
作
日
本
刀�

研
磨�

外
装�

刀
職
技
術
展
覧
会
」
等
、

特
色
の
あ
る
展
覧
会
が
各
地
で
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
刀
職
者
の
発

表
の
場
が
増
え
、
全
国
の
方
々
に
私

た
ち
の
手
仕
事
を
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
と
全
日
本
刀
匠
会
の
二
団

体
共
催
で
「
令
和
の
名
刀
・
名
工

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
展
覧
会
の
最
大
の
特
徴
は
、
無

鑑
査
待
遇
が
な
く
、
三
十
歳
代
の
若

手
か
ら
八
十
歳
代
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

一
堂
に
会
し
、
作
者
名
を
伏
せ
て
審

査
さ
れ
た
点
で
す
。
公
募
展
に
相
応

し
い
画
期
的
な
審
査
方
法
で
、
自
信

の
あ
る
若
手
に
と
っ
て
は
挑
戦
し
が

い
の
あ
る
魅
力
的
な
展
覧
会
で
す

が
、一
方
、ベ
テ
ラ
ン
に
は
、出
品
に

勇
気
の
要
る
展
覧
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
審
査
方
法
が
、
戦

後
七
十
年
近
く
続
く
刀
剣
の
展
覧
会
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↓
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

「
大
刀
剣
市
２
０
２
２
」は
11
月
18
日
㈮
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

第
一
回「
令
和
の
名
刀
･
名
工
展
」は
四
名
が
大
賞
受
賞

　公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
と
全
日
本
刀
匠
会
（
宮
入
恵
会
長
）
の
主
催
す
る
第
一
回
「
令
和
の
名
刀
・
名
工
展
」
は
五

月
十
八
日
か
ら
の
三
日
間
、
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
部
門
別
審
査
が
行
わ
れ
、
入
賞
・
入
選
が
決
ま
っ
た
（
結
果
は
３
ペ
ー
ジ
に
）。

　表
彰
式
は
八
月
五
日
、
第
一
ホ
テ
ル
両
国
を
会
場
に
挙
行
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
、「
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
事
務
局
長
の
山
田

宏
参
議
院
議
員
、
文
化
庁
文
化
財
鑑
査
官
の
奥
健
夫
氏
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
館
長
の
若
松
拳
史
氏
、
林
原
美
術
館
事
務
長
の
横
山
拓
二
氏
が
臨
席
さ
れ
、

当
組
合
か
ら
は
深
海
信
彦
理
事
長
が
出
席
し
た
。
作
品
の
展
示
は
刀
剣
博
物
館
が
八
月
六
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
、
そ
の
後
、
岡
山
の
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

と
林
原
美
術
館
に
会
場
を
移
し
て
、
九
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
行
わ
れ
る
。

　本
紙
で
は
四
名
の
大
賞
受
賞
者
に
つ
い
て
、「
受
賞
の
言
葉
」
を
掲
載
し
、
そ
の
経
歴
を
紹
介
し
た
。

第１回「令和の名刀・名工展」の表彰式風景（撮影／トム岸田）
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【「令和の名刀・名工展」受賞者】
■作刀の部

受賞 氏名 都道府県
大賞 久保　善博 広 島 県

準大賞一席 宗　　正敏 福 岡 県
準大賞二席 髙見　一良 兵 庫 県
準大賞三席 根津　　啓 長 野 県
入賞一席 河内　一平 長 野 県
入賞二席 河内　道雄 奈 良 県
入賞三席 川﨑　仁史 埼 玉 県

入選 赤松　伸咲 岡 山 県
入選 石田　智久 群 馬 県
入選 太田　周作 奈 良 県
入選 小澤　茂範 神 奈 川 県
入選 月山　一郎 奈 良 県
入選 月山　　清 奈 良 県
入選 上山　陽三 岡 山 県
入選 北川　哲士 滋 賀 県
入選 木村　光宏 熊 本 県
入選 興梠　宏明 大 分 県
入選 小宮早陽光 福 岡 県
入選 小宮　治氣 福 岡 県
入選 佐々木直彦 北 海 道
入選 新保　基治 新 潟 県
入選 新名　公明 大 分 県
入選 西村　　淳 佐 賀 県
入選 藤原　俊和 奈 良 県
入選 松川　　隆 長 野 県
入選 宮入　　恵 長 野 県
入選 宮入　　陽 長 野 県
入選 吉川　三男 東 京 都
入選 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 岐 阜 県

■刀身彫の部
入賞 木下　宗憲 岡 山 県

■彫金の部
準大賞 川島　義之 静 岡 県
入選 泉　公士郎 東 京 都
入選 恩田　秀人 埼 玉 県
入選 片山　　恒 岡 山 県
入選 川上　　登 東 京 都
入選 武田　守夫 茨 城 県
入選 ブローデリック・ジェフ 東 京 都
入選 栁川　清次 千 葉 県

■研磨の部
大賞 玉置　城二 京 都 府

準大賞 阿部聡一郎 東 京 都
入賞一席 川上陽一郎 埼 玉 県
入賞二席 森井鐵太郞 埼 玉 県
入賞三席 松村壮太郎 千 葉 県
入賞四席 藤代　興里 東 京 都
入賞五席 横山　智庸 岡 山 県

入選 秋田　勇喜 神 奈 川 県
入選 井上　　聡 兵 庫 県
入選 小川和比古 千 葉 県
入選 柏木　　良 鳥 取 県
入選 菊池　真修 岩 手 県
入選 小宮　光敏 福 岡 県
入選 是澤　光昌 神 奈 川 県
入選 相良　雄一 神 奈 川 県
入選 藤代　龍哉 東 京 都
入選 松尾　清健 福 岡 県
入選 三浦　弘貴 宮 城 県
入選 水田　吉政 埼 玉 県
入選 和田　祥一 千 葉 県

■刀装・拵の部
準大賞一席 久保　純一 福 岡 県
準大賞二席 久保謙太郎 福 岡 県

入賞 森井　敦央 神 奈 川 県
入選 山田　真也 岐 阜 県

■刀装・拵下地の部
大賞 久保　純一 福 岡 県

■刀装・鞘塗の部
入賞 久保　純一 福 岡 県
入選 小山　光秀 新 潟 県

■柄前の部
大賞 久保謙太郎 福 岡 県

準大賞一席 山田　真也 岐 阜 県
準大賞二席 矢倉　聡一 神 奈 川 県

入選 小出　匡毅 京 都 府
入選 橋本　幸律 岡 山 県
入選 平山　直弥 神 奈 川 県

■白銀の部
入選 武藤　　健 神 奈 川 県

※入選は五十音順

■作刀・刀身彫・彫金の部
部門 賞 氏名

太
刀
・
刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部

高松宮記念賞 森國    利文
薫山賞 木村    光宏
寒山賞 髙橋    祐哉
日本美術刀剣保存協会会長賞 北川    哲士
優秀賞一席 清水    達吉
優秀賞二席 加藤    政也
優秀賞三席 安藤    祐介
優秀賞四席 小宮    治氣
優秀賞五席 羽岡    慎仁
努力賞一席 田中    諭
努力賞二席 曽根    寛
努力賞三席 冨岡    慶一郎
努力賞四席 古山    直樹
入選一席 藤田    宗久
入選二席 宮下    輝
入選三席 工藤    芳洋
入選四席 森    光秀
入選五席 伊藤    重光
入選六席 新名    公明
入選七席 𠮷𠮷田    政也
入選八席 太田    周作

短
刀
・
剣
の
部

薫山賞 髙橋    祐哉
寒山賞 安藤    祐介
優秀賞一席 木村    光宏
優秀賞二席 新保    基治
努力賞一席 渡辺    徹
努力賞二席 工藤    芳洋
努力賞三席 上畠    誠
努力賞四席 伊藤    重光
入選一席 髙羽    弘宗
入選二席 松川    隆
入選三席 森    光秀
入選四席 𠮷𠮷田    政也
入選五席 佐々木    直彦
入選六席 岡本    克博

彫
金
の
部

薫山賞 栁川    清次
優秀賞一席 福與    裕毅
優秀賞二席 川島    義之
優秀賞三席 阪井    淳
努力賞一席 髙橋    正樹
努力賞二席 大川    千光
努力賞三席 宮本    恒之
努力賞四席 藤川    耕生
努力賞五席 三角    恭兵
努力賞六席 佐藤    周
入選一席 前田    航汰
入選二席 太佐    誠治
入選三席 福山    葵
入選四席 山口    正興
入選五席 中村    晋也
入選六席 恩田    秀人

刀身彫
の部 優秀賞 柏木    幸治

■研磨・白鞘・刀装・柄前・白銀の部

研
磨
鎬
造
の
部

文部科学大臣賞 各務    弦太
木屋賞 是澤    光昌
竹屋賞 真津    仁彰
千葉賞 松村    壮太郎
薫山賞 森井    鐵太郞
寒山賞 小川    和比古
日本美術刀剣保存協会会長賞 諸富    剛
優秀賞一席 柏木    良
優秀賞二席 松尾    清健
優秀賞三席 神山    貴恵
優秀賞四席 細村    正勝
優秀賞五席 玉置    城二
優秀賞六席 福森    克一郎
優秀賞七席 ヘンドリッキ・リンデラウフ
優秀賞八席 井上    聡
優秀賞九席 長岡    靖昌
優秀賞十席 三浦    弘貴
優秀賞十一席 平井    隆守
努力賞一席 菊池    真修
努力賞二席 川上    陽一郎
努力賞三席 多田    芳徳
努力賞四席 枝松    孝治
努力賞五席 大門    健士郎
努力賞六席 曽我    文麿
努力賞七席 小宮    光敏
努力賞八席 横山    智庸
努力賞九席 柿沼    進一
努力賞十席 細越    敬喜

部門 賞 氏名

研
磨
鎬
造
の
部

努力賞十一席 赤川    裕実
努力賞十二席 相良    雄一
入選一席 鈴木    勇
入選二席 神    早紀
入選三席 倉田    竜太郎
入選四席 岩政    鋼輝
入選五席 米川    好次
入選六席 阿部    義貞
入選七席 岡田    勝裕
入選八席 和田    祥一
入選九席 Martin Hornak
入選十席 中本    淳一
入選（以下入選は五十音順） 秋田    勇喜
入選 大越    明友
入選 大西    浩史
入選 今野    勝也
入選 酒井    完
入選 坂上    梓
入選 佐藤    秀明
入選 田中    賢治郎
入選 鶴田    一成
入選 中北    孝文
入選 根本    卓
入選 𦚰𦚰田    聰一郎

研
磨
平
造
の
部

寒山賞 玉置    城二
日本美術刀剣保存協会会長賞 阿部    義貞
優秀賞一席 森井    鐵太郞
優秀賞二席 松尾    清健
優秀賞三席 横山    智庸
優秀賞四席 神山    貴恵
努力賞一席 ヘンドリッキ・リンデラウフ
努力賞二席 柏木    良
努力賞三席 平井    隆守
努力賞四席 曽我    文麿
努力賞五席 是澤    光昌
努力賞六席 岩政    鋼輝
努力賞七席 多田    芳徳
入選一席 長岡    靖昌
入選二席 齋藤    秀夫
入選三席 各務    弦太
入選四席 中村    佳夫
入選五席 堀    壯一郎
入選六席 細越    敬喜
入選七席 大門    健士郎
入選八席 秋田    勇喜
入選九席 栗崎    佳子
入選十席 安井    隆之
入選（以下入選は五十音順） 上條    徹
入選 北脇    義晴
入選 新谷    信幸

白
鞘
の
部

優秀賞 橋本    幸律
努力賞一席 千葉    正義
努力賞二席 河合    広明
努力賞三席 柿沼    進一
努力賞四席 宮澤    則幸
入選一席 千葉    俊和
入選二席 三好    正和
入選三席 野田    芳孝
入選四席 今野    利幸
入選五席 遠藤    鴻
入選六席 森井    敦央

刀
装
の
部

優秀賞 中屋    健二
努力賞 泉本    哲弥
入選一席 遠藤    鴻
入選二席 平山    直弥

柄
前
の
部

日本美術刀剣保存協会会長賞 久保    謙太郎
優秀賞一席 松田    那由太
優秀賞二席 橋本    幸律
努力賞一席 山田    真也
努力賞二席 小出    匡毅
努力賞三席 矢倉    聡一
努力賞四席 飯山    隆司
入選一席 大槻    良一
入選二席 小形    純子
入選三席 中山    恒久
入選四席 野田    芳孝

白
銀
の
部

日本美術刀剣保存協会会長賞 三島    幹則
努力賞一席 佐藤    周
努力賞二席 武田    典明
努力賞三席 上野    宏樹
入選一席 中村    晋也
入選二席 武藤    健
入選三席 柿沼    進一
入選四席 野田    芳孝

【2022 年現代刀職展・審査結果】
　公益財団法人日本美術刀剣保存協会主催、2022 年度「現代刀職展―今に伝わるいにしえの技」
は、作刀・刀身彫・彫金の部および研磨・白鞘・刀装・柄前・白銀の部の審査がそれぞれ行わ
れ、その結果がこのほど発表になった。
　作品の展示は 11 月 29 日から 12 月 29 日まで刀剣博物館で行われ、表彰式はその初日に開催さ
れる。
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そ
の
後
、
内
弟
子
と
な
り
、
修
業

を
始
め
る
と
、
親
方
は
柄
巻
き
だ
け

で
な
く
拵
全
般
を
作
る
人
で
し
た
。

や
り
方
を
一
度
見
せ
る
だ
け
で
仕
事

を
や
ら
さ
れ
、
上
手
に
で
き
な
い
と

「
お
前
は
手
で
し
た
の
か
、
足
で
し

た
の
か
」
と
叱
ら
れ
た
の
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。
住
み
込
み
で
、
朝
か

ら
銭
湯
が
閉
ま
る
夜
の
十
時
ま
で
仕

事
を
す
る
毎
日
で
し
た
。

　
結
局
八
年
半
お
世
話
に
な
り
、
親

方
の
元
を
離
れ
、
家
に
戻
り
ま
し
た

が
、
刀
装
の
仕
事
は
な
く
、
保
育
園

の
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
二
年
ぐ
ら
い
経
っ
た
頃
、
福
岡
市

に
住
む
研
師
の
藤
本
政
嘉
先
生
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
仕
事
を
頂

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
出
会

い
が
な
け
れ
ば
刀
装
の
仕
事
は
辞
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
藤
本
先
生
か
ら
の
仕
事
は
柄
巻

き
・
鞘
・
鎺
・
鞘
塗
り
に
至
る
ま
で

何
で
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ

で
刀
装
の
仕
事
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
藤
本
先
生
の
勧

め
で
平
成
五
年
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
初

出
品
、柄
前
の
部
で
努
力
賞
を
受
賞
。

　
藤
本
先
生
は
お
金
が
な
く
て
困
っ

て
い
る
私
に
、
縁
頭
・
目
貫
な
ど
た

く
さ
ん
の
小
道
具
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
今
で
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
ま
で
に
刀
剣
関
係
の
多

く
の
大
先
輩
か
ら
ご
指
導
を
頂
き
、

今
日
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
八
年
前
に
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
刀
剣
商
か
ら
「
久
保
さ
ん
、
こ

れ
と
同
じ
鞘
が
で
き
ま
す
か
」
と
言

わ
れ
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

重
要
刀
装
の
縦
篠
刻
黒
漆
塗
菊
唐
草

文
蒔
絵
鞘
打
刀
拵
で
し
た
。

　
鞘
に
は
約
一･

五
㍉
幅
の
縦
刻
み

が
あ
り
、
鯉
口
か
ら
鐺
に
向
か
っ
て

少
し
ず
つ
細
く
な
っ
て
い
て
、
江
戸

時
代
の
鞘
師
の
技
術
に
驚
愕
し
ま
し

た
。
詳
細
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
鞘

は
漆
を
塗
る
前
の
鞘
下
地
に
刻
み
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
正
し
い
製
作
方
法
が
伝
承
さ
れ

て
お
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試

み
ま
し
た
が
正
確
に
刻
む
こ
と
が
で

き
ず
、
諦
め
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
こ
の
鞘
を

現
代
刀
職
展
に
出
品
し
た
い
と
の
思

い
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
と
い
う
や

り
方
で
試
す
と
、
ど
う
に
か
き
れ
い

に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
計

十
本
目
で
し
た
が
、
尋
常
で
は
な
い

集
中
力
が
必
要
で
し
た
。

　
令
和
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
二
本
目

に
し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
日
本
刀
と
と
も
に
細
く
長
く
歩
み

続
け
た
五
十
年
の
記
念
に
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�

柄
前
の
部

　久
保�

謙
太
郎

　
こ
の
度
は
大
賞
を
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
世
界
で
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
す
が
、
柄
巻
き
を
始
め
て
も
う
す

ぐ
十
二
年
が
経
ち
ま
す
。

　
日
本
刀
の
拵
の
こ
と
と
な
る
と
、

手
厳
し
い
父
親
で
す
。
ど
れ
だ
け
時

間
を
か
け
て
一
生
懸
命
に
巻
い
た
柄

で
も
出
来
が
悪
け
れ
ば
や
り
直
し
、

三
回
も
同
じ
柄
を
ほ
ど
い
た
時
は
辞

め
た
い
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。
け
れ

ど
も
そ
の
厳
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
回
の
大
賞
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昔
に
巻
い
た
綺
麗
で
美
し
い
柄
巻

き
を
見
る
度
に
「
ど
う
し
た
ら
綺
麗

に
巻
け
る
の
か
。
ど
う
し
た
ら
緩
ま

ず
に
巻
け
る
の
か
」
答
え
の
あ
る
宿

題
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
見

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
答
え
を
こ
の
手
で
実
現
さ
せ

よ
う
と
柄
を
巻
い
て
い
ま
し
た
が
、

実
用
性
を
求
め
る
と
美
術
性
が
な
く

な
り
、
美
術
性
を
求
め
る
と
実
用
性

が
な
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
日
々
で
し
た
。
緩
ま
ず
に

美
し
さ
の
あ
る
柄
を
巻
く
こ
と
が
柄

巻
師
の
最
低
限
の
仕
事
で
あ
り
、
ま

た
最
高
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
「
留
め
」
で
美
し
く
柄
糸

を
こ
な
す
技
術
は
、
容
易
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
職
方
総
覧
の
本
を
読
ん
で
い
た

時
、｢

柄
形
、
鮫
皮
張
り
な
ど
の
巻

き
下
工
作
を
入
念
に
し
、
実
戦
に
も

耐
え
得
る
強
度
の
巻
き
を
紐
に
逆
ら

わ
ず
に
施
す
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
巻

き
で
あ
れ
ば
品
位
は
自
と
発
す
る
も

の
で
す
」
と
の
昔
の
柄
巻
師
の
言
葉

を
見
た
時
、
な
ぜ
か
柄
を
巻
く
と
き

の
ヒ
ン
ト
を
頂
け
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
柄
巻
は
極
細
の
笹
波
糸

（
金
茶
色
）
を
二
本
使
用
し
て
巻
き

上
げ
ま
し
た
。
笹
波
糸
は
通
常
使
用

さ
れ
る
常
組
糸
と
は
違
い
、
と
て
も

堅
く
巻
き
に
く
く
、
ま
た
極
細
糸
の

た
め
つ
ま
ん
だ
紐
が
開
き
や
す
く
苦

労
し
ま
し
た
。
中
に
は
く
す
ね
以
外

の
接
着
材
を
用
い
た
り
、
つ
ま
ん
だ

と
こ
ろ
を
糸
で
縫
っ
た
り
さ
れ
る
方

が
い
ま
す
が
、
私
は
く
す
ね
と
巻
く

技
術
の
み
で
巻
き
上
げ
ま
し
た
。

　
一
度
目
は
う
ま
く
い
か
ず
、
二
回

目
で
ど
う
に
か
巻
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
苦
労
し
て
巻
い
た
柄
巻
き
な

の
で
、
大
賞
を
受
賞
で
き
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
賞
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

久保善博（刀匠）
昭和40年　�鹿児島県奄美大島生ま

れ
平成元年　�千葉大学園芸学部農芸

化学科大学院修了、吉
原義人師に入門

６年� 文化庁より作刀承認を
受け独立、島根県仁多
郡横田町へ移住

　　�「新作名刀展」初出品、
優秀賞・新人賞

７年� 日刀保たたら村下養成
員になる（平成13年まで）

10年� 刀匠8人展・叢雲会を結成。東京・パリなどで展示会を開催（平
成22年まで）

12年� 日立金属冶金研究所客員研究員としてたたら製鉄と日本刀研究
を開始

13年� 広島県庄原市西城町に久保善博日本刀鍛錬道場を開く
17年�（社）日本鉄鋼協会誌『鉄と鋼』１月号にたたら製鉄について論

文発表
18年��「新作名刀展」第二席・文化庁長官賞
19年��「新作名刀展」第一席・日本美術刀剣保存協会会長賞
������ 「第２回お守り刀展覧会」第一席・岡山県知事賞
21年��「第４回お守り刀展覧会」第一席・岡山県知事賞
22年��「第５回お守り刀展覧会」審査員
24年� 文化庁主催美術刀剣刀匠技術保存研修会の実技指導講師
������ 「第３回新作日本刀�研磨�外装�刀職技術展覧会」協会会長賞
25年� 金属歴史国際会議BUMA－Ⅷ（奈良）にてたたら製鉄について発

表
　　��「第８回お守り刀展覧会」審査員
26年��「第５回新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会」協会会長賞
27年��「新作名刀展」第一席・高松宮記念賞
������� 警視総監特別賞の短刀を謹作
28年� 広島県無形文化財「日本刀製作技術」保持者に認定
29年� ｢現代刀職展」第一席・高松宮記念賞、無鑑査認定
30年� 鹿児島市にて陶芸家の実姉と二人展「陶刀姉弟展」開催
������ 「第13回お守り刀展覧会」駐日ポーランド共和国大使賞

令和元年　「平成の名刀・名工展」特別奨励賞
��　��� 全日本刀匠会副会長就任
３年��「現代刀職展」審査員
��　��「新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会」審査員
����　� 公益財団法人日本刀文化振興協会「日本刀名匠（作刀）」認定

連絡先＝〒729-5722�広島県庄原市西城町大佐495

玉置城二（研師）
昭和48年５月23日生まれ
平成４年より研磨に従事
伏見稲荷大社、北野天満宮、賀茂別雷神
社（上賀茂神社）、石切劔箭神社、大覚寺、
高台寺、本能寺、金剛寺等、各寺社所蔵
刀剣の修復研磨
京都国立博物館、大阪歴史博物館、黒川
古文化研究所、柏原美術館等、各館収蔵
品の修復研磨
国宝「山鳥毛」、重要文化財「義元左文字」
「骨喰藤四郎」等の全身押形採拓
連絡先＝�〒606-0024�京都市左京区岩倉花

園町541-94
　　　　☎075-721-2735　https://kyoto-katana.com/

久保純一（鞘師）
昭和30年　福岡県生まれ
　　48年　柄巻師松成栄勝に師事
　　56年　独立
平成５年～�令和元年　｢現代刀職展」（旧「刀

剣研磨・外装技術発表会」）特賞２
回、優秀賞19回、努力賞14回受賞

平成26年　�｢第９回お守り刀展覧会」外装の部
特賞第１席・坂城町長賞

　　27年　�｢第10回お守り刀展覧会」外装の部
特賞第１席・熊本県知事賞。特別賞・
日立金属賞

令和元年　�（公財）日本美術刀剣保存協会無鑑
査認定

　　　　　刀剣研磨・外装技術研修会講師
　　　　　刀職技能訓練講習会講師
　　４年　現代刀職展審査員
連絡先＝〒824-0049�福岡県行橋市福原202-3　
　　　　☎0930-23-3896

久保謙太郎（柄巻師）
1992年　福岡県生まれ
2011年　鞘師久保純一（父）に師事
（公財）日本美術刀剣保存協会「現代刀職展」（旧
「刀剣研磨・外装技術発表会」）柄前の部にお
いて特賞２回、優秀賞１回、努力賞５回受賞、
刀装の部において特賞１回、優秀賞４回、努
力賞３回受賞
連絡先＝〒824-0049�福岡県行橋市福原202-3　�
　　　　☎080-3375-8159

久保純一

久保謙太郎

久保善博
玉置城二

大賞受賞者の経歴
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【「令和の名刀・名工展」受賞者】
■作刀の部

受賞 氏名 都道府県
大賞 久保　善博 広 島 県

準大賞一席 宗　　正敏 福 岡 県
準大賞二席 髙見　一良 兵 庫 県
準大賞三席 根津　　啓 長 野 県
入賞一席 河内　一平 長 野 県
入賞二席 河内　道雄 奈 良 県
入賞三席 川﨑　仁史 埼 玉 県

入選 赤松　伸咲 岡 山 県
入選 石田　智久 群 馬 県
入選 太田　周作 奈 良 県
入選 小澤　茂範 神 奈 川 県
入選 月山　一郎 奈 良 県
入選 月山　　清 奈 良 県
入選 上山　陽三 岡 山 県
入選 北川　哲士 滋 賀 県
入選 木村　光宏 熊 本 県
入選 興梠　宏明 大 分 県
入選 小宮早陽光 福 岡 県
入選 小宮　治氣 福 岡 県
入選 佐々木直彦 北 海 道
入選 新保　基治 新 潟 県
入選 新名　公明 大 分 県
入選 西村　　淳 佐 賀 県
入選 藤原　俊和 奈 良 県
入選 松川　　隆 長 野 県
入選 宮入　　恵 長 野 県
入選 宮入　　陽 長 野 県
入選 吉川　三男 東 京 都
入選 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 岐 阜 県

■刀身彫の部
入賞 木下　宗憲 岡 山 県

■彫金の部
準大賞 川島　義之 静 岡 県
入選 泉　公士郎 東 京 都
入選 恩田　秀人 埼 玉 県
入選 片山　　恒 岡 山 県
入選 川上　　登 東 京 都
入選 武田　守夫 茨 城 県
入選 ブローデリック・ジェフ 東 京 都
入選 栁川　清次 千 葉 県

■研磨の部
大賞 玉置　城二 京 都 府

準大賞 阿部聡一郎 東 京 都
入賞一席 川上陽一郎 埼 玉 県
入賞二席 森井鐵太郞 埼 玉 県
入賞三席 松村壮太郎 千 葉 県
入賞四席 藤代　興里 東 京 都
入賞五席 横山　智庸 岡 山 県

入選 秋田　勇喜 神 奈 川 県
入選 井上　　聡 兵 庫 県
入選 小川和比古 千 葉 県
入選 柏木　　良 鳥 取 県
入選 菊池　真修 岩 手 県
入選 小宮　光敏 福 岡 県
入選 是澤　光昌 神 奈 川 県
入選 相良　雄一 神 奈 川 県
入選 藤代　龍哉 東 京 都
入選 松尾　清健 福 岡 県
入選 三浦　弘貴 宮 城 県
入選 水田　吉政 埼 玉 県
入選 和田　祥一 千 葉 県

■刀装・拵の部
準大賞一席 久保　純一 福 岡 県
準大賞二席 久保謙太郎 福 岡 県

入賞 森井　敦央 神 奈 川 県
入選 山田　真也 岐 阜 県

■刀装・拵下地の部
大賞 久保　純一 福 岡 県

■刀装・鞘塗の部
入賞 久保　純一 福 岡 県
入選 小山　光秀 新 潟 県

■柄前の部
大賞 久保謙太郎 福 岡 県

準大賞一席 山田　真也 岐 阜 県
準大賞二席 矢倉　聡一 神 奈 川 県

入選 小出　匡毅 京 都 府
入選 橋本　幸律 岡 山 県
入選 平山　直弥 神 奈 川 県

■白銀の部
入選 武藤　　健 神 奈 川 県

※入選は五十音順

■作刀・刀身彫・彫金の部
部門 賞 氏名

太
刀
・
刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部

高松宮記念賞 森國    利文
薫山賞 木村    光宏
寒山賞 髙橋    祐哉
日本美術刀剣保存協会会長賞 北川    哲士
優秀賞一席 清水    達吉
優秀賞二席 加藤    政也
優秀賞三席 安藤    祐介
優秀賞四席 小宮    治氣
優秀賞五席 羽岡    慎仁
努力賞一席 田中    諭
努力賞二席 曽根    寛
努力賞三席 冨岡    慶一郎
努力賞四席 古山    直樹
入選一席 藤田    宗久
入選二席 宮下    輝
入選三席 工藤    芳洋
入選四席 森    光秀
入選五席 伊藤    重光
入選六席 新名    公明
入選七席 𠮷𠮷田    政也
入選八席 太田    周作

短
刀
・
剣
の
部

薫山賞 髙橋    祐哉
寒山賞 安藤    祐介
優秀賞一席 木村    光宏
優秀賞二席 新保    基治
努力賞一席 渡辺    徹
努力賞二席 工藤    芳洋
努力賞三席 上畠    誠
努力賞四席 伊藤    重光
入選一席 髙羽    弘宗
入選二席 松川    隆
入選三席 森    光秀
入選四席 𠮷𠮷田    政也
入選五席 佐々木    直彦
入選六席 岡本    克博

彫
金
の
部

薫山賞 栁川    清次
優秀賞一席 福與    裕毅
優秀賞二席 川島    義之
優秀賞三席 阪井    淳
努力賞一席 髙橋    正樹
努力賞二席 大川    千光
努力賞三席 宮本    恒之
努力賞四席 藤川    耕生
努力賞五席 三角    恭兵
努力賞六席 佐藤    周
入選一席 前田    航汰
入選二席 太佐    誠治
入選三席 福山    葵
入選四席 山口    正興
入選五席 中村    晋也
入選六席 恩田    秀人

刀身彫
の部 優秀賞 柏木    幸治

■研磨・白鞘・刀装・柄前・白銀の部

研
磨
鎬
造
の
部

文部科学大臣賞 各務    弦太
木屋賞 是澤    光昌
竹屋賞 真津    仁彰
千葉賞 松村    壮太郎
薫山賞 森井    鐵太郞
寒山賞 小川    和比古
日本美術刀剣保存協会会長賞 諸富    剛
優秀賞一席 柏木    良
優秀賞二席 松尾    清健
優秀賞三席 神山    貴恵
優秀賞四席 細村    正勝
優秀賞五席 玉置    城二
優秀賞六席 福森    克一郎
優秀賞七席 ヘンドリッキ・リンデラウフ
優秀賞八席 井上    聡
優秀賞九席 長岡    靖昌
優秀賞十席 三浦    弘貴
優秀賞十一席 平井    隆守
努力賞一席 菊池    真修
努力賞二席 川上    陽一郎
努力賞三席 多田    芳徳
努力賞四席 枝松    孝治
努力賞五席 大門    健士郎
努力賞六席 曽我    文麿
努力賞七席 小宮    光敏
努力賞八席 横山    智庸
努力賞九席 柿沼    進一
努力賞十席 細越    敬喜

部門 賞 氏名

研
磨
鎬
造
の
部

努力賞十一席 赤川    裕実
努力賞十二席 相良    雄一
入選一席 鈴木    勇
入選二席 神    早紀
入選三席 倉田    竜太郎
入選四席 岩政    鋼輝
入選五席 米川    好次
入選六席 阿部    義貞
入選七席 岡田    勝裕
入選八席 和田    祥一
入選九席 Martin Hornak
入選十席 中本    淳一
入選（以下入選は五十音順） 秋田    勇喜
入選 大越    明友
入選 大西    浩史
入選 今野    勝也
入選 酒井    完
入選 坂上    梓
入選 佐藤    秀明
入選 田中    賢治郎
入選 鶴田    一成
入選 中北    孝文
入選 根本    卓
入選 𦚰𦚰田    聰一郎

研
磨
平
造
の
部

寒山賞 玉置    城二
日本美術刀剣保存協会会長賞 阿部    義貞
優秀賞一席 森井    鐵太郞
優秀賞二席 松尾    清健
優秀賞三席 横山    智庸
優秀賞四席 神山    貴恵
努力賞一席 ヘンドリッキ・リンデラウフ
努力賞二席 柏木    良
努力賞三席 平井    隆守
努力賞四席 曽我    文麿
努力賞五席 是澤    光昌
努力賞六席 岩政    鋼輝
努力賞七席 多田    芳徳
入選一席 長岡    靖昌
入選二席 齋藤    秀夫
入選三席 各務    弦太
入選四席 中村    佳夫
入選五席 堀    壯一郎
入選六席 細越    敬喜
入選七席 大門    健士郎
入選八席 秋田    勇喜
入選九席 栗崎    佳子
入選十席 安井    隆之
入選（以下入選は五十音順） 上條    徹
入選 北脇    義晴
入選 新谷    信幸

白
鞘
の
部

優秀賞 橋本    幸律
努力賞一席 千葉    正義
努力賞二席 河合    広明
努力賞三席 柿沼    進一
努力賞四席 宮澤    則幸
入選一席 千葉    俊和
入選二席 三好    正和
入選三席 野田    芳孝
入選四席 今野    利幸
入選五席 遠藤    鴻
入選六席 森井    敦央

刀
装
の
部

優秀賞 中屋    健二
努力賞 泉本    哲弥
入選一席 遠藤    鴻
入選二席 平山    直弥

柄
前
の
部

日本美術刀剣保存協会会長賞 久保    謙太郎
優秀賞一席 松田    那由太
優秀賞二席 橋本    幸律
努力賞一席 山田    真也
努力賞二席 小出    匡毅
努力賞三席 矢倉    聡一
努力賞四席 飯山    隆司
入選一席 大槻    良一
入選二席 小形    純子
入選三席 中山    恒久
入選四席 野田    芳孝

白
銀
の
部

日本美術刀剣保存協会会長賞 三島    幹則
努力賞一席 佐藤    周
努力賞二席 武田    典明
努力賞三席 上野    宏樹
入選一席 中村    晋也
入選二席 武藤    健
入選三席 柿沼    進一
入選四席 野田    芳孝

【2022 年現代刀職展・審査結果】
　公益財団法人日本美術刀剣保存協会主催、2022 年度「現代刀職展―今に伝わるいにしえの技」
は、作刀・刀身彫・彫金の部および研磨・白鞘・刀装・柄前・白銀の部の審査がそれぞれ行わ
れ、その結果がこのほど発表になった。
　作品の展示は 11 月 29 日から 12 月 29 日まで刀剣博物館で行われ、表彰式はその初日に開催さ
れる。
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春
風
の
心
地
よ
い
季
節
の
四
月
十
二

日
、
参
議
院
議
員
会
館
会
議
室
に
お
い

て
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す

る
議
員
連
盟
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
議
に
は
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀

剣
保
存
協
会
、
公
益
財
団
法
人
日

本
刀
文
化
振
興
協
会
、
全
日
本

刀
匠
会
、
全
国
刀
剣
商
業
協
同

組
合
の
四
団
体
も
招
か
れ
、
当

組
合
か
ら
は
深
海
理
事
長
と
伊

波
副
理
事
長
、
そ
れ
に
私
清
水

が
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
同
議
連
は
平
成
三
十
年
二
月

に
発
足
し
、
甘
利
明
衆
議
院
議

員
、
細
田
博
之
衆
議
院
議
員
、

竹
下
亘
衆
議
院
議
員
が
共
同
代

表
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
共
同
代

表
の
お
一
人
で
あ
っ
た
竹
下
亘

先
生
が
残
念
な
が
ら
昨
年
九
月

十
七
日
に
ご
逝
去
に
な
ら
れ
た

の
で
、
初
め
に
全
員
で
黙
と
う

し
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
長
の
山
田

宏
参
議
院
議
員
の
総
合
司
会
の

下
、
甘
利
衆
議
院
議
員
、
細
田

衆
議
院
議
員
の
挨
拶
が
あ
り
、

総
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
・
鍋
島
豊
課

長
か
ら
、
刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保
存
振

興
に
関
す
る
令
和
四
年
度
予
算
（
総
額

二
七
二
六
万
円
）
の
説
明
が
あ
り
、
内

訳
と
し
て
、
刀
剣
関
係
団
体
等
が
行
う

研
修
へ
の
支
援
、
玉
鋼
製
造
技
術
の
保

存
支
援
、
美
術
刀
剣
製
作
の
た
め
の
研

修
会
、
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
鑑
定
実
技

講
習
会
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
刀
剣
の

修
理
に
対
す
る
補
助
な
ど
の
個
別
事
業

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
山
田
事
務
局
長
か
ら
「
令
和
の

名
刀
・
名
工
展
」
に
つ
い
て
、
本
年
度

よ
り
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
と
全
日

本
刀
匠
会
の
共
催
で
定
期
的
に
開
催

し
、
文
化
庁
も
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
議
連

幹
事
長
・
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
の
閉

会
の
挨
拶
で
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
閉
会
後
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

の
計
ら
い
で
名
刀
鑑
賞
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
議
員
の
皆
さ
ん
は
多
忙
な
公

務
を
縫
っ
て
の
ひ
と
と
き
、
五
振
の
名

刀
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
清
水
儀
孝
）

刀剣議連総会に出席された皆さん

　
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
の
令
和
四
年「
刀
剣
美
術
論
文
賞
」

は
、
小
島
つ
と
む
氏
の
「
細
川
正
義
の

研
究
～
作
州
津
山
藩
『
江
戸
日
記
』
と

鹿
沼
『
細
川
家
文
書
』
に
見
る
刀
鍛
冶

の
生
涯
」
に
決
ま
り
、
賞
状
と
賞
金
が

贈
ら
れ
た
。

　
去
る
四
月
十
八
日
、
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和
二
年
四
月
号
か
ら
同

四
年
三
月
号
ま
で
の
『
刀
剣
美
術
』
掲

載
論
文
の
中
か
ら
、
小
島
氏
の
論
文
が

受
賞
作
品
に
決
定
し
た
。

　
こ
の
論
文
は
、
令
和
三
年
七
～
九
月

号
の
三
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

津
山
藩
の
記
録
『
江
戸
日
記
』（
津
山

郷
土
博
物
館
蔵
）
と
細
川
正
義
の
実
家

に
伝
わ
っ
た
『
細
川
家
文
書
』（
鹿
沼

教
育
委
員
会
蔵
）
を
分
析
し
、
細
川
正

義
と
そ
の
妻
、
子
忠
義
、
正
守
ら
の
家

族
関
係
、
さ
ら
に
は
弟
子
の
城
慶
子
正

明
の
出
自
に
つ
い
て
、
従
来
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
作

品
を
提
示
し
て
細
川
正
義
ら
の
生
涯
を

考
察
し
て
い
る
。

　
刀
剣
等
の
研
究
奨
励
を
目
的
に
始

ま
っ
た
論
文
賞
は
今
年
で
四
回
目
。
一

定
期
間
内
に
『
刀
剣
美
術
』
で
発
表
さ

れ
た
論
文
を
対
象
に
審
査
し
、
優
れ
た

論
文
一
本
を
選
ん
で
発
表
す
る
も
の
。

第
一
回
は
平
成
二
十
八
年
、
花
岡
忠
男

氏｢

真
雄
・
清
麿
と
兼
虎
　
逸
史
残
霞
」、

第
二
回
は
平
成
三
十
年
、
宇
佐
美
こ
す

も
氏
「
贈
答
太
刀
の
拵
か
ら
見
る
義
教

期
公
武
関
係
―
黒
漆
太
刀
と
平
鞘
太
刀

の
使
い
分
け
を
中
心
に
」、
令
和
二
年

の
第
三
回
は
佐
藤
一
典
氏
「
仙
台
藩
刀

匠
考
（
28
）
流
転
の
刀
工
『
一
流
斎
貞

俊
』
及
び
同
二
代
の
存
在
探
求
と
そ
の

周
辺
～
有
縁
と
思
料
さ
れ
る
刀
工
ら
を

加
え
て
」。

　
花
岡
氏
は
清
麿
を
、
佐
藤
氏
は
仙
台

の
刀
工
を
テ
ー
マ
と
し
長
年
に
わ
た
っ

て
研
究
。
第
二
回
の
宇
佐
美
氏
は
公
家

の
日
記
中
の
刀
の
史
料
を
分
析
し
、
公

武
関
係
論
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
贈

答
や
儀
式
と
拵
の
実
情
を
検
討
し
た
研

究
。
い
ず
れ
も
一
つ
の
テ
ー
マ
が
じ
っ

く
り
と
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
小
島
氏
は
、
本
紙
『
刀
剣
界
』

に
毎
回
、
刀
剣
や
歴
史
に
関
す
る
研
究

書
や
小
説
の
、
興
味
を
そ
そ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
書
評
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
美
術
館
が
好
き
だ
。

　
あ
の
独
特
の
静
け
さ
、
一
点
の
物
と

向
か
い
合
う
心
持
ち
、
観
終
え
た
後
の

程
よ
い
疲
れ
。

　
そ
う
だ
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
あ

る
カ
フ
ェ
が
あ
れ
ば
、
な
お
嬉
し
い
。

　
こ
の
業
界
に
入
っ
て
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
刀
剣
や
刀
装
具
を
観
る
時
の
「
学
び

の
眼
」
と
、
鑑
賞
陶
器
や
茶
道
具
、�

蒔

絵
、
絵
巻
な
ど
を
観
る
時
の
「
楽
し
み

の
眼
」。
二
種
類
の
眼
を
使
い
分
け
る

こ
と
だ
。
な
ん
だ
か
楽

し
み
が
二
倍
に
な
っ
た

よ
う
で
、
得
を
し
た
よ

う
な
心
持
ち
に
な
る
。

　
さ
て
、
東
京
の
会
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
こ

の
数
年
、
時
間
を
見
つ

け
て
は
美
術
館
に
行
く

の
が
楽
し
み
だ
。
東
京

は
、
や
は
り
美
術
館
が

多
い
！
　
内
容
も
充
実

し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
風
に
、
亡
き

父
と
よ
く
話
し
て
い
た

の
を
思
い
出
し
た
。

　
私
は
美
術
倶
楽
部
に
行
く
と
、
い
つ

も
美
術
館
の
宣
伝
チ
ラ
シ
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
。
茶
の
湯
を
こ
の
上
も
な
く
愛

し
て
い
た
父
は
、「
こ
れ
観
に
行
き
た
い

な
」「
こ
れ
は
、
い
つ
ぞ
の
茶
会
に
使
え

ば
い
い
な
あ
」
な
ど
と
喜
ん
で
い
た
。

　「
じ
ゃ
あ
、
私
が
東
京
に
行
く
時
に

一
緒
に
行
っ
て
、
美
術
館
巡
り
し
た
ら

え
え
や
ん
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
コ

ロ
ナ
禍
と
な
り
、
父
は
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
実
行

し
な
い
、
ボ
ン
ク
ラ
娘
の
親
不
孝
だ
。

　
そ
の
後
、
私
は
根
津
美
術
館

と
五
島
美
術
館
に
行
っ
た
。
双

方
と
も
、
素
晴
ら
し
い
茶
道
具

の
展
観
だ
っ
た
。

　
父
の
写
真
を
カ
バ
ン
に
忍
ば

せ
て
い
た
。
独
特
の
審
美
眼
を

持
っ
て
い
た
父
の
眼
と
な
れ
る

よ
う
に
…
…
。

　
秋
は
美
術
館
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。

　
今
年
は
、
久
々
に
地
元
奈
良

の
正
倉
院
展
を
観
に
行
こ
う
か

と
思
う
。

　
ポ
ス
タ
ー
の
「
漆
背
金
銀
平

脱
八
角
鏡
」
の
美
し
さ
に
心
が

躍
っ
て
い
る
。

美
術
館
恋
し

9

石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

　
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
で
八
月
二
十

八
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
特
別
展

「
戦
国
上
州
の
刀
剣
と
甲
冑
」
を
見
て

思
い
出
し
た
目
利
き
の
人
が
い
た
の
で

記
す
。

　
東
京
都
品
川
区
の
西
光
寺
住
職
、
日

本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
常
務
理
事

だ
っ
た
芳
賀
実
成
氏
は
、
難
病
で
入
院

さ
れ
て
い
た
奥
様
を
見
舞
う
、
ま
た
築

地
本
願
寺
に
用
を
足
す
つ
い
で
に
よ
く

俺
の
職
場
に
来
て
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
笑
い
を
取
り
な
が
ら
、
何
か
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
俺
に
教
え
て
く
れ
た
。

　
江
戸
後
期
の
甲
冑
師
の
必
須
科
目
の

一
つ
大
円
山
、
二
十
二
間
の
筋
兜
鉢
を

店
頭
に
飾
っ
た
俺
に
「
眉
庇
の
先
端
を

棚
か
ら
前
方
下
に
落
と
し
て
み
な
さ

い
。
ほ
ら
、
南
北
朝
風
に
見
え
る
」。

六
十
二
間
小
星
兜
を
店
頭
に
飾
れ
ば

「
お
っ
、
い
い
ね
、
武
田
勝
頼
か
。
数

え
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
一
行
の
星
数

を
数
え
始
め
た
。「
う
ー
ん
、二
十
九
か
、

残
念
だ
な
ぁ
。一
行
三
十
三
打
っ
て
あ
っ

た
ら
私
が
買
い
ま
す
よ
」
と
。

　
確
か
に
二
十
八
～
三
十
一
は
多
い

が
、
三
十
三
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
俺
は
あ
る
時
、
江
戸
期
の
錣し

こ
ろ
に

仕
立
て
ら
れ
た
そ
れ
を
見
つ
け
る
。
前

正
中
三
行
の
星
の
列
の
中
央
下
部
十
粒

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
銘
は
上
州
住
康

重
、
天
正
二
年
甲
戌
八
月
日
（
記
憶
）、

こ
れ
を
氏
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜

び
、
現
金
を
持
参
さ
れ
た
日
に
そ
の
兜

に
お
経
を
上
げ
て
持
っ
て
帰
っ
た
。「
ど

う
で
す
か
、
私
の
声
い
い
で
し
ょ
？
　

未
亡
人
か
ら
惚
れ
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
」
と
ギ
ャ
グ
も
忘
れ
な
い
。

　
氏
の
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
ギ
ャ
グ
は
「
箱

根
も
の
の
ふ
の
里
美
術
館
」
開
館
記
念

講
演
で
春
日
大
社
の
二
号
胴
丸
を
語
る

く
だ
り
、「
二
号
と
言
っ
て
も
、
こ
れ

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
て
小
指

を
立
て
た
の
だ
か
ら
、
ウ
ケ
る
よ
り
も

｢

聖
職
者
が
こ
れ
か
い
！
」
と
一
同
ド

ン
引
き
だ
。

　
ま
た
、
伊
波
副
理
事
長
の
職
場
に
は

｢

歯
が
痛
い
芳
賀
で
す
」
と
言
っ
て
頬

を
抑
え
な
が
ら
扉
を
開
け
、
自
身
の
名

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
。

　
氏
は
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公

開
し
な
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
た
。
左
前

方
三
間
ほ
ど
を
陥
没
さ
せ
た
と
同
時
に

三
つ
鍬
形
も
一
部
損
傷
し
た
調
子
の
若

干
演
出
過
剰
の
兜
以
外
、
氏
の
秘
蔵
品

を
書
籍
類
で
は
あ
ま
り
見
な
い
。
西
光

寺
の
応
接
間
で
色
々
威
の
最
上
腹
巻
を

拝
見
で
き
た
の
は
俺
と
、
当
時
、
武
田

信
玄
の
ゆ
か
り
の
武
具
を
夢
中
で
調
べ

て
い
た
名
古
屋
在
住
の
実
業
家
、
三
浦

一
郎
氏
の
二
名
だ
け
だ
ろ
う
。

�

「
私
の
集
め
た
も
の
は
当
分
封
印
し
ま

す
。
今
生
き
て
い
る
甲
冑
関
係
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
す
が
、
あ
な
た

の
世
代
だ
と
ギ
リ
ギ
リ
見
ら
れ
る
か

な
」。
氏
は
こ
う
言
い
残
し
て
こ
の
世

を
去
っ
た
。

　
氏
の
四
十
九
日
兼
お
別
れ
会
の
会
食

に
、
甲
冑
の
世
界
か
ら
呼
ば
れ
た
の
は

東
京
国
立
博
物
館
甲
冑
修
復
室
の
小
沢

封
印
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

 

綱
取 

譲
一

古老に
聴く
第
七
回

正
実
氏
と
俺
、
そ
こ
に
刀
剣
界
か
ら
は

備
前
刀
学
会
の
加
島
進
氏
を
加
え
て
三

名
。
そ
の
三
名
以
外
は
ほ
ぼ
全
員
が
宗

教
法
人
関
係
。
会
食
は
会
議
を
兼
ね
て
、

後
継
者
の
い
な
い
西
光
寺
の
問
題
を
宗

教
法
人
法
に
基
づ
き
議
論
を
重
ね
て
い

る
。
俺
、
小
沢
さ
ん
、
加
島
さ
ん
は
蚊

帳
の
外
だ
。
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い

て
、
俺
は
「
封
印
し
ま
す
」
が
ギ
ャ
グ

で
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。

　
話
を
戻
そ
う
。「
戦
国
上
州
の
刀
剣

と
甲
冑
」
で
は
行
光
、
正
宗
と
い
っ
た

名
刀
の
向
こ
う
で
、
わ
れ
わ
れ
の
「
大

刀
剣
市
」
で
力
を
貸
し
て
く
れ
る
、
石

田
國
壽
、
髙
橋
恒
巌
、
工
藤
将
成
三
刀

匠
合
作
刀
製
作
の
動
画
が
ひ
と
と
き
の

休
憩
用
に
流
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
と
も

今
年
こ
そ
は
再
会
し
た
い
。

　
常
設
は
、
群
馬
の
誇
る
埋
蔵
文
化
財

か
ら
近
代
戦
後
の
富
士
重
工
業
の
ス
バ

ル
３
６
０
ま
で
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示

と
な
っ
て
い
る
が
、
上
州
兜
を
見
に
き

て
こ
れ
を
見
逃
す
手
は
な
い
、
と
い
う

も
の
が
、
戦
国
期
の
資
料
の
中
に
あ
る

金
箔
押
し
一
部
朱
漆
塗
り
の
丸
胴
だ
。

　
中
世
の
胴
丸
か
ら
当
世
具
足
へ
の
過

渡
期
の
形
状
の
甲
冑
と
し
て
始
ま
る
も

の
だ
が
、
名
前
か
ら
し
て
胴
丸
と
ど
う

違
う
の
か
、
と
い
う
論
争
は
い
ま
だ
終

止
符
を
打
た
な
い
。
い
や
論
じ
る
こ
と

が
楽
し
く
、
打
ち
た
く
な
い
愛
好
家
も

い
る
の
だ
か
ら
い
い
で
は
な
い
か
。
い

つ
の
日
か
、
当
組
合
員
に
も
さ
わ
り
だ

け
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

群馬県立歴史博物館で開かれていた「戦国上州の刀剣と甲冑」

第
四
回
刀
剣
美
術
論
文
賞
は

小
島
つ
と
む
氏
に
決
定

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。
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大
刀
剣
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の
開
催
に
当
た
っ
て�
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「
大
刀
剣
市
」実
行
委
員
長
　
綱
取 
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長
年
に
わ
た
り
「
大
刀
剣
市
」
の
実

行
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
清
水
儀
孝
専

務
理
事
に
代
わ
り
、
今
回
、
や
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
綱
取
で
す
。

至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
九
月
二
十

一
日
の
時
点
で
カ
タ
ロ
グ
印
刷
な
ど
、

少
し
遅
れ
気
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着

実
に
前
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
何
は
と

も
あ
れ
、
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
数
が
減
じ
る
方
向
に
転

じ
、
政
府
も
経
済
活
動
を
優
先
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
か
ら
で
す
が
、
何
よ

り
も
組
合
員
の
、
都
民
の
、
国
民
の
感

染
対
策
が
真
面
目
だ
っ
た
か
ら
と
考
え

ま
す
。

　
私
た
ち
理
事
会
も
揺
れ
ま
し
た
。
こ

の
組
合
は
愛
刀
家
だ
け
が
見
て
い
る
の

で
は
な
く
、
ほ
か
の
業
界
か
ら
も
見
ら

れ
て
い
る
。
模
範
を
示
す
べ
く
、
お
客

さ
ま
の
安
全
の
た
め
に
も
も
う
一
年
見

送
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
も
出

ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
に
賛
同
し
た
理
事
が
一
組

合
員
に
「
お
前
は
理
事
会
で
大
刀
剣
市

開
催
に
反
対
し
た
そ
う
だ
な
。
な
ら
ば

お
前
は
大
刀
剣
市
に
参
加
す
る
な
」
と

言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
私
は
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
が
悪
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
合
員
の
思
い
は
た

だ
一
つ
で
す
。
二
つ
と
あ
る
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
悪
い

の
で
す
。
私
た
ち
人
類
が
対
峙
し
た
こ

と
の
な
い
難
敵
の
高
等
知
能
で
も
持
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

私
た
ち
を
分
断
に
導
き
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
私
た
ち
は
今
、
団
結
す
る
べ
き
な

の
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
ま
た
、
油

断
を
突
い
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私

た
ち
は
、
さ
ら
な
る
感
染
対
策
を
し
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
私
た
ち
は
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
エ
ク
モ
と
い
う
人
工
心
肺
装
置
の

存
在
を
知
り
ま
し
た
。
臨
床
と
手
術
の

違
い
は
あ
れ
ど
も
、
同
じ
く
人
工
心
肺

装
置
が
若
年
層
の
心
臓
手
術
の
場
で
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が

ド
イ
ツ
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
の
機
械
が

高
価
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
は

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
産
経
新
聞
社

と
肩
を
寄
せ
合
い
「
あ
け
み
ち
ゃ
ん
基

金
」
と
い
う
形
で
少
し
だ
け
協
力
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
継
続
は
力
で
す
。
今

年
も
募
金
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
大
刀
剣
市
は
一
度
ミ
ニ
マ
ム
に
な
り

ま
す
。重
文
室
の
展
示
、お
宝
鑑
定
コ
ー

ナ
ー
は
お
休
み
で
す
。
不
自
由
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
お
弁
当
の
販
売
も
食
事

ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
タ
ロ
グ

の
ペ
ー
ジ
数
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
本
年
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
近

未
来
を
見
据
え
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
健
康
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず

は
祈
り
ま
し
ょ
う
。
明
る
い
大
刀
剣
市

像
が
見
え
て
き
ま
す
。

■
設
立
か
ら
四
年
、
第
一
回｢

平
成
の

名
刀･

名
工
展｣

が
開
催
さ
れ
、
刀
剣

関
連
予
算
は
毎
年
増
額
さ
れ
る
な
ど
、

目
覚
ま
し
い
活
動
を
見
せ
る
同
議
連
。

そ
の
経
過
と
今
後
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

�
（
聞
き
手
／
深
海
信
彦
）

―
こ
の
度
は
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

山
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
刀

剣
組
合
の
組
合
員
・
賛
助
会
員
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―
刀
剣
議
連
の
先
生
方
に
は
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
ち
ら
の
事
務
所
に
飾

ら
れ
て
い
る
半
太
刀
拵
で
す
が
、
一
作

金
具
の
い
か
に
も
実
用
的
な
、
往
時
の

面
影
が
あ
り
ま
す
。

山
田

　私
の
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の

の
一
振
で
す
。
生
家
は
山
口
県
熊
毛
郡

田
布
施
町
麻お

郷ご
う

で
、
先
祖
は
大
野
毛
利

家
に
仕
え
馬
廻
役
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
青
龍
軒
盛
俊
の

刀
や
槍
が
幾
振
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
戦
後
に
か
け
て
散
逸
し
、
今
は

こ
の
弘
化
四
年
の
盛
俊
だ
け
で
す
。

―
盛
俊
は
岩
国
藩
の
抱
え
工
で
し
た

が
、
家
臣
で
あ
っ
て
も
容
易
に
持
て
る

刀
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
師
の
長

運
斎
綱
俊
が
子
の
是
俊
十
二
歳
を
は
る

ば
る
岩
国
に
送
り
、
盛
俊
に
弟
子
入
り

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
弘
化
四
年
、

盛
俊
四
十
六
歳
の
時
で
す
。
技
量
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
よ
ほ
ど
信
頼
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
田

　そ
う
で
す
か
。
い
わ
ゆ
る
郷
土

刀
で
す
が
、
そ
れ
を
伺
っ
て
愛
着
も
ひ

と
し
お
で
す
。

―
先
生
が
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保

存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
の
設
立
を
発

起
さ
れ
た
当
時
、
河
端
照
孝
さ
ん
と
ご

一
緒
し
て
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
が
、

先
生
は
日
本
刀
が
外
国
製
の
粗
製
品
に

侵
食
さ
れ
る
こ
と
を
非
常
に
心
配
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
登
録
審
査
制
度
に

よ
っ
て
幸
い
国
内
で
は
見
ま
せ
ん
が
、

海
外
で
は
出
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
き
わ
め
て
低
廉
に
作
ら
れ
て

い
る
と
い
う
外
装
は
、
入
っ
て
く
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

山
田

　確
か
に
そ
う
い
う
危
機
感
は
あ

り
ま
し
た
。
今
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

は
日
刀
保
会
長
を
務
め
ら
れ
た
山
中
貞

則
・
橋
本
龍
太
郎
両
先
生
を
は
じ
め
、

衆
参
両
院
に
日
本
刀
に
精
通
し
た
方
々

が
お
ら
れ
た
が
、
今
は
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
同
志
を
募
っ
て
議
連
を
作
っ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。

　
日
本
刀
は
わ
が
国
美
術
の
最
た
る
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
刀
匠
た
ち
は
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
、
タ
タ
ラ
は
復
活
し

た
と
は
い
え
、
生
産
量
も
限
ら
れ
る
。

刀
剣
や
和
鉄
の
文
化
再
興
は
喫
緊
の
課

題
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
念
願
だ
っ
た
「
令
和
の
名
刀
・
名
工

展
」
は
、
刀
剣
業
界
の
協
力
を
得
て
第

一
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
で
す
。

―
先
生
は
「
一
番
の
方
を
人
間
国
宝

に
」
と
い
う
の
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣

旨
で
は
な
い
と
喝
破
さ
れ
ま
し
た
。
人

間
国
宝
に
は
技
量
以
外
に
も
求
め
ら
れ

る
不
可
欠
の
要
件
が
あ
る
、
と
。

山
田

　そ
れ
は
、
必
ず
し
も
コ
ン
ク
ー

ル
を
軽
視
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
世
界

で
通
用
す
る
日
本
刀
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
化
に
と
っ
て
、
裏
付
け
と
な
る
強
力

な
要
素
で
す
か
ら
。

―
そ
れ
以
外
に
も
議
連
は
当
初
か

ら
、
①
人
材
育
成
の
支
援
強
化
、
②
製

作
承
認
に
関
す
る
運
用
の
改
善
、
③
和

鉄
の
活
用
拡
大
策
、
な
ど
を
掲
げ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
の
多
く

は
、
関
連
予
算
の
増
額
と
し
て
毎
年
、

前
進
を
見
て
い
ま
す
。

山
田

　こ
の
世
界
を
振
興
し
て
い
く
に

は
、
何
よ
り
も
売
れ
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
日
本
刀
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

現
代
刀
を
美
術
品
と
し
て
輸
出
し
て
い

く
。
そ
れ
に
は
、
年
間
二
十
四
振
に
制

約
さ
れ
て
い
る
製
作
枠
の
見
直
し
も
必

要
で
し
ょ
う
。

―
当
組
合
は
設
立
三
十
五
年
で
す

が
、
銃
刀
法
第
十
四
条
に
規
定
さ
れ
る

所
有
者
変
更
届
の
励
行
を
三
十
年
前
か

ら
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

か
つ
て
は
有
名
無
実
だ
っ
た
名
義
変
更

が
確
実
に
行
わ
れ
、
事
件
や
事
故
の
際

で
も
、
刀
の
履
歴
を
正
確
に
た
ど
れ
る

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
も

斯
界
の
発
展
の
た
め
に
、
共
に
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

山
田

　日
本
刀
は
素
晴
ら
し
い
。
見
て

い
る
と
邪
念
が
消
え
、
心
が
静
ま
り
、

新
た
な
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。
議
連
で

は
近
く
、
長
船
刀
剣
博
物
館
に
「
山
鳥

毛
」
を
鑑
賞
に
行
く
予
定
で
す
。

―
本
日
は
ご
多
用
な
折
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山田参議院議員（右）と深海理事長

　
当
組
合
に
よ
る
催
事
等
の
後
援
に
つ
い
て

　
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
で
は
、
催

事
等
に
つ
い
て
主
催
者
か
ら
後
援
の
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て

そ
の
都
度
、
適
否
を
審
議
し
、
決
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、(

公
財)

日
本
美
術
刀

剣
保
存
協
会
と
全
日
本
刀
匠
会
の
主
催

す
る
「
令
和
の
名
刀
・
名
工
展
」、(

公

財)

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
の
主
催
す

る
明
治
天
皇
一
一
〇
年
祭
並
び
に
明
治

天
皇
ご
生
誕
一
七
〇
年
記
念
「
日
本
刀

の
匠
展
」
の
二
件
に
つ
い
て
後
援
の
要

請
が
あ
り
、
理
事
会
で
審
議
、
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
公
的
機
関
等
に
よ
る
公
益
事

業
以
外
に
も
組
合
の
後
援
名
義
の
交
付

は
あ
る
の
か
、
組
合
員
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、回
答
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
七
月
十
七
日
の
理
事

会
に
、
組
合
員
が
開
催
す
る
展
示
即
売

会
に
当
組
合
の
後
援
を
希
望
す
る
旨
の

提
案
が
あ
り
、
そ
の
審
議
の
結
果
は
、

議
事
録
に
基
づ
く
と
次
の
通
り
で
す
。

　
展
示
即
売
会
等
の
催
事
へ
の
当
組
合

名
義
の
後
援
は
、
組
合
員
が
主
催
す
る

会
の
規
約
な
ら
び
に
当
該
催
事
の
企
画

書
等
を
添
え
て
申
請
し
た
場
合
、
参
加

者
全
員
が
当
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
承
認
す
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
服
部
暁
治
）
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大
刀
剣
市｣

出
展
料
金
の�

改
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
厳
し
い
状
況
が
依
然
と
し
て
続
く

中
、
食
糧
や
資
源
の
供
給
制
約
が
世
界

規
模
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
こ
れ
ら
の
影
響
に
加
え
、

輸
入
コ
ス
ト
の
上
昇
、
円
安
に
よ
る
原

材
料
価
格
の
高
騰
、
労
働
力
不
足
か
ら

来
る
賃
金
ア
ッ
プ
な
ど
が
重
な
り
、
広

く
物
価
の
上
昇
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
一
連
の
物
価
高
騰
は
「
大
刀
剣

市
」
の
開
催
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
刀
剣
市
の
主
た
る
収
入
は
出
店
料

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
カ
タ
ロ
グ
制

作
費
・
販
売
促
進
費
・
会
場
設
営
費
・

警
備
費
等
の
諸
経
費
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
開
催
に
関
わ
る
業
務
委
託
企
業

か
ら
料
金
改
定
（
値
上
げ
）
の
事
前
通

告
が
あ
り
、
従
来
の
想
定
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
開
催

は
感
染
症
対
策
に
も
万
全
を
期
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
前
回
ま
で
は
、
経

費
の
節
減
等
に
よ
り
出
店
料
の
据
え
置

き
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
前

記
の
理
由
に
よ
り
従
来
の
料
金
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に
恐
縮
で
は
あ

り
ま
す
が
、
出
店
料
の
改
定
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
出
店
料
金
に
つ
い
て
は
、
七
月
に

出
店
申
し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
組
合
員

へ
配
布
済
み
の
「
令
和
四
年
大
刀
剣
市

出
店
の
ご
案
内
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
魅

力
あ
る
大
刀
剣
市
の
運
営
に
一
丸
と

な
っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（｢

大
刀
剣
市｣

実
行
委
員
会
）

�

　
警
察
庁
を
訪
問
し
、
組
合
活
動
を
報
告

　
令
和
二
年
以
来
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
す
る
中
、
監
督
行
政
庁
で
あ
る

警
察
庁
へ
伺
っ
て
組
合
活
動
の
報
告
を

す
べ
き
と
こ
ろ
、
訪
問
を
控
え
て
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
本
年
は
六
月
二
十
二
日
、
三

年
ぶ
り
に
深
海
理
事
長
、
清
水
専
務
理

事
、
そ
れ
に
筆
者
の
三
名
で
訪
問
し
、

令
和
三
年
度
の
組
合
活
動
の
報
告
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画

課
犯
罪
抑
止
対
策
室
の
井�

浩
幸
課
長

補
佐
と
同
課
中
村
賢
一
氏
に
対
応
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
深
海
理
事
長
よ
り
令
和
元
年

に
開
始
し
た
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」
資

格
認
定
事
業
の
準
備
の
際
に
、
問
題
集

の
監
修
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
・
古
物

営
業
法
・
特
定
商
取
引
法
な
ど
の
最
も

重
要
な
法
令
を
監
修
し
て
い
た
だ
い
た

後
の
問
題
集
に
筆
者
も
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
一
言
一
句
、
正
確
な
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
今
も
は
っ
き
り
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
か
ら
発
行
し
て
い

る
『
や
さ
し
い
刀
』
に
も
、
当
初
か
ら

警
察
庁
の
編
集
協
力
を
頂
い
て
い
ま

す
。
年
月
を
経
て
、
改
訂
版
の
制
作
も

必
要
な
時
期
に
来
て
い
ま
す
の
で
、
本

書
へ
の
編
集
協
力
を
あ
ら
た
め
て
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
警
察
庁
の
ご
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
刀
剣
関
連
の
法
令
遵
守
を
推

進
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
日
本
刀
を
所

持
で
き
る
環
境
を
当
組
合
は
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）
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勝
憲

｢

刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟｣

事
務
局
長･

山
田
宏
参
院
議
員
に
聞
く

　刀
剣
と
和
鉄
の
伝
統
に
力
強
い
支
援
を
！
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春
風
の
心
地
よ
い
季
節
の
四
月
十
二

日
、
参
議
院
議
員
会
館
会
議
室
に
お
い

て
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す

る
議
員
連
盟
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
議
に
は
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀

剣
保
存
協
会
、
公
益
財
団
法
人
日

本
刀
文
化
振
興
協
会
、
全
日
本

刀
匠
会
、
全
国
刀
剣
商
業
協
同

組
合
の
四
団
体
も
招
か
れ
、
当

組
合
か
ら
は
深
海
理
事
長
と
伊

波
副
理
事
長
、
そ
れ
に
私
清
水

が
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
同
議
連
は
平
成
三
十
年
二
月

に
発
足
し
、
甘
利
明
衆
議
院
議

員
、
細
田
博
之
衆
議
院
議
員
、

竹
下
亘
衆
議
院
議
員
が
共
同
代

表
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
共
同
代

表
の
お
一
人
で
あ
っ
た
竹
下
亘

先
生
が
残
念
な
が
ら
昨
年
九
月

十
七
日
に
ご
逝
去
に
な
ら
れ
た

の
で
、
初
め
に
全
員
で
黙
と
う

し
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
長
の
山
田

宏
参
議
院
議
員
の
総
合
司
会
の

下
、
甘
利
衆
議
院
議
員
、
細
田

衆
議
院
議
員
の
挨
拶
が
あ
り
、

総
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
・
鍋
島
豊
課

長
か
ら
、
刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保
存
振

興
に
関
す
る
令
和
四
年
度
予
算
（
総
額

二
七
二
六
万
円
）
の
説
明
が
あ
り
、
内

訳
と
し
て
、
刀
剣
関
係
団
体
等
が
行
う

研
修
へ
の
支
援
、
玉
鋼
製
造
技
術
の
保

存
支
援
、
美
術
刀
剣
製
作
の
た
め
の
研

修
会
、
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
鑑
定
実
技

講
習
会
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
刀
剣
の

修
理
に
対
す
る
補
助
な
ど
の
個
別
事
業

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
山
田
事
務
局
長
か
ら
「
令
和
の

名
刀
・
名
工
展
」
に
つ
い
て
、
本
年
度

よ
り
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
と
全
日

本
刀
匠
会
の
共
催
で
定
期
的
に
開
催

し
、
文
化
庁
も
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
議
連

幹
事
長
・
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
の
閉

会
の
挨
拶
で
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
閉
会
後
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

の
計
ら
い
で
名
刀
鑑
賞
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
議
員
の
皆
さ
ん
は
多
忙
な
公

務
を
縫
っ
て
の
ひ
と
と
き
、
五
振
の
名

刀
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
清
水
儀
孝
）

刀剣議連総会に出席された皆さん

　
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
の
令
和
四
年「
刀
剣
美
術
論
文
賞
」

は
、
小
島
つ
と
む
氏
の
「
細
川
正
義
の

研
究
～
作
州
津
山
藩
『
江
戸
日
記
』
と

鹿
沼
『
細
川
家
文
書
』
に
見
る
刀
鍛
冶

の
生
涯
」
に
決
ま
り
、
賞
状
と
賞
金
が

贈
ら
れ
た
。

　
去
る
四
月
十
八
日
、
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和
二
年
四
月
号
か
ら
同

四
年
三
月
号
ま
で
の
『
刀
剣
美
術
』
掲

載
論
文
の
中
か
ら
、
小
島
氏
の
論
文
が

受
賞
作
品
に
決
定
し
た
。

　
こ
の
論
文
は
、
令
和
三
年
七
～
九
月

号
の
三
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

津
山
藩
の
記
録
『
江
戸
日
記
』（
津
山

郷
土
博
物
館
蔵
）
と
細
川
正
義
の
実
家

に
伝
わ
っ
た
『
細
川
家
文
書
』（
鹿
沼

教
育
委
員
会
蔵
）
を
分
析
し
、
細
川
正

義
と
そ
の
妻
、
子
忠
義
、
正
守
ら
の
家

族
関
係
、
さ
ら
に
は
弟
子
の
城
慶
子
正

明
の
出
自
に
つ
い
て
、
従
来
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
作

品
を
提
示
し
て
細
川
正
義
ら
の
生
涯
を

考
察
し
て
い
る
。

　
刀
剣
等
の
研
究
奨
励
を
目
的
に
始

ま
っ
た
論
文
賞
は
今
年
で
四
回
目
。
一

定
期
間
内
に
『
刀
剣
美
術
』
で
発
表
さ

れ
た
論
文
を
対
象
に
審
査
し
、
優
れ
た

論
文
一
本
を
選
ん
で
発
表
す
る
も
の
。

第
一
回
は
平
成
二
十
八
年
、
花
岡
忠
男

氏｢

真
雄
・
清
麿
と
兼
虎
　
逸
史
残
霞
」、

第
二
回
は
平
成
三
十
年
、
宇
佐
美
こ
す

も
氏
「
贈
答
太
刀
の
拵
か
ら
見
る
義
教

期
公
武
関
係
―
黒
漆
太
刀
と
平
鞘
太
刀

の
使
い
分
け
を
中
心
に
」、
令
和
二
年

の
第
三
回
は
佐
藤
一
典
氏
「
仙
台
藩
刀

匠
考
（
28
）
流
転
の
刀
工
『
一
流
斎
貞

俊
』
及
び
同
二
代
の
存
在
探
求
と
そ
の

周
辺
～
有
縁
と
思
料
さ
れ
る
刀
工
ら
を

加
え
て
」。

　
花
岡
氏
は
清
麿
を
、
佐
藤
氏
は
仙
台

の
刀
工
を
テ
ー
マ
と
し
長
年
に
わ
た
っ

て
研
究
。
第
二
回
の
宇
佐
美
氏
は
公
家

の
日
記
中
の
刀
の
史
料
を
分
析
し
、
公

武
関
係
論
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
贈

答
や
儀
式
と
拵
の
実
情
を
検
討
し
た
研

究
。
い
ず
れ
も
一
つ
の
テ
ー
マ
が
じ
っ

く
り
と
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
小
島
氏
は
、
本
紙
『
刀
剣
界
』

に
毎
回
、
刀
剣
や
歴
史
に
関
す
る
研
究

書
や
小
説
の
、
興
味
を
そ
そ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
書
評
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
美
術
館
が
好
き
だ
。

　
あ
の
独
特
の
静
け
さ
、
一
点
の
物
と

向
か
い
合
う
心
持
ち
、
観
終
え
た
後
の

程
よ
い
疲
れ
。

　
そ
う
だ
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
あ

る
カ
フ
ェ
が
あ
れ
ば
、
な
お
嬉
し
い
。

　
こ
の
業
界
に
入
っ
て
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
刀
剣
や
刀
装
具
を
観
る
時
の
「
学
び

の
眼
」
と
、
鑑
賞
陶
器
や
茶
道
具
、�

蒔

絵
、
絵
巻
な
ど
を
観
る
時
の
「
楽
し
み

の
眼
」。
二
種
類
の
眼
を
使
い
分
け
る

こ
と
だ
。
な
ん
だ
か
楽

し
み
が
二
倍
に
な
っ
た

よ
う
で
、
得
を
し
た
よ

う
な
心
持
ち
に
な
る
。

　
さ
て
、
東
京
の
会
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
こ

の
数
年
、
時
間
を
見
つ

け
て
は
美
術
館
に
行
く

の
が
楽
し
み
だ
。
東
京

は
、
や
は
り
美
術
館
が

多
い
！
　
内
容
も
充
実

し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
風
に
、
亡
き

父
と
よ
く
話
し
て
い
た

の
を
思
い
出
し
た
。

　
私
は
美
術
倶
楽
部
に
行
く
と
、
い
つ

も
美
術
館
の
宣
伝
チ
ラ
シ
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
。
茶
の
湯
を
こ
の
上
も
な
く
愛

し
て
い
た
父
は
、「
こ
れ
観
に
行
き
た
い

な
」「
こ
れ
は
、
い
つ
ぞ
の
茶
会
に
使
え

ば
い
い
な
あ
」
な
ど
と
喜
ん
で
い
た
。

　「
じ
ゃ
あ
、
私
が
東
京
に
行
く
時
に

一
緒
に
行
っ
て
、
美
術
館
巡
り
し
た
ら

え
え
や
ん
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
コ

ロ
ナ
禍
と
な
り
、
父
は
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
実
行

し
な
い
、
ボ
ン
ク
ラ
娘
の
親
不
孝
だ
。

　
そ
の
後
、
私
は
根
津
美
術
館

と
五
島
美
術
館
に
行
っ
た
。
双

方
と
も
、
素
晴
ら
し
い
茶
道
具

の
展
観
だ
っ
た
。

　
父
の
写
真
を
カ
バ
ン
に
忍
ば

せ
て
い
た
。
独
特
の
審
美
眼
を

持
っ
て
い
た
父
の
眼
と
な
れ
る

よ
う
に
…
…
。

　
秋
は
美
術
館
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。

　
今
年
は
、
久
々
に
地
元
奈
良

の
正
倉
院
展
を
観
に
行
こ
う
か

と
思
う
。

　
ポ
ス
タ
ー
の
「
漆
背
金
銀
平

脱
八
角
鏡
」
の
美
し
さ
に
心
が

躍
っ
て
い
る
。

美
術
館
恋
し
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石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

　
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
で
八
月
二
十

八
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
特
別
展

「
戦
国
上
州
の
刀
剣
と
甲
冑
」
を
見
て

思
い
出
し
た
目
利
き
の
人
が
い
た
の
で

記
す
。

　
東
京
都
品
川
区
の
西
光
寺
住
職
、
日

本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
常
務
理
事

だ
っ
た
芳
賀
実
成
氏
は
、
難
病
で
入
院

さ
れ
て
い
た
奥
様
を
見
舞
う
、
ま
た
築

地
本
願
寺
に
用
を
足
す
つ
い
で
に
よ
く

俺
の
職
場
に
来
て
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
笑
い
を
取
り
な
が
ら
、
何
か
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
俺
に
教
え
て
く
れ
た
。

　
江
戸
後
期
の
甲
冑
師
の
必
須
科
目
の

一
つ
大
円
山
、
二
十
二
間
の
筋
兜
鉢
を

店
頭
に
飾
っ
た
俺
に
「
眉
庇
の
先
端
を

棚
か
ら
前
方
下
に
落
と
し
て
み
な
さ

い
。
ほ
ら
、
南
北
朝
風
に
見
え
る
」。

六
十
二
間
小
星
兜
を
店
頭
に
飾
れ
ば

「
お
っ
、
い
い
ね
、
武
田
勝
頼
か
。
数

え
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
一
行
の
星
数

を
数
え
始
め
た
。「
う
ー
ん
、二
十
九
か
、

残
念
だ
な
ぁ
。一
行
三
十
三
打
っ
て
あ
っ

た
ら
私
が
買
い
ま
す
よ
」
と
。

　
確
か
に
二
十
八
～
三
十
一
は
多
い

が
、
三
十
三
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
俺
は
あ
る
時
、
江
戸
期
の
錣し

こ
ろ

に

仕
立
て
ら
れ
た
そ
れ
を
見
つ
け
る
。
前

正
中
三
行
の
星
の
列
の
中
央
下
部
十
粒

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
銘
は
上
州
住
康

重
、
天
正
二
年
甲
戌
八
月
日
（
記
憶
）、

こ
れ
を
氏
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜

び
、
現
金
を
持
参
さ
れ
た
日
に
そ
の
兜

に
お
経
を
上
げ
て
持
っ
て
帰
っ
た
。「
ど

う
で
す
か
、
私
の
声
い
い
で
し
ょ
？
　

未
亡
人
か
ら
惚
れ
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
」
と
ギ
ャ
グ
も
忘
れ
な
い
。

　
氏
の
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
ギ
ャ
グ
は
「
箱

根
も
の
の
ふ
の
里
美
術
館
」
開
館
記
念

講
演
で
春
日
大
社
の
二
号
胴
丸
を
語
る

く
だ
り
、「
二
号
と
言
っ
て
も
、
こ
れ

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
て
小
指

を
立
て
た
の
だ
か
ら
、
ウ
ケ
る
よ
り
も

｢

聖
職
者
が
こ
れ
か
い
！
」
と
一
同
ド

ン
引
き
だ
。

　
ま
た
、
伊
波
副
理
事
長
の
職
場
に
は

｢

歯
が
痛
い
芳
賀
で
す
」
と
言
っ
て
頬

を
抑
え
な
が
ら
扉
を
開
け
、
自
身
の
名

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
。

　
氏
は
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公

開
し
な
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
た
。
左
前

方
三
間
ほ
ど
を
陥
没
さ
せ
た
と
同
時
に

三
つ
鍬
形
も
一
部
損
傷
し
た
調
子
の
若

干
演
出
過
剰
の
兜
以
外
、
氏
の
秘
蔵
品

を
書
籍
類
で
は
あ
ま
り
見
な
い
。
西
光

寺
の
応
接
間
で
色
々
威
の
最
上
腹
巻
を

拝
見
で
き
た
の
は
俺
と
、
当
時
、
武
田

信
玄
の
ゆ
か
り
の
武
具
を
夢
中
で
調
べ

て
い
た
名
古
屋
在
住
の
実
業
家
、
三
浦

一
郎
氏
の
二
名
だ
け
だ
ろ
う
。

�

「
私
の
集
め
た
も
の
は
当
分
封
印
し
ま

す
。
今
生
き
て
い
る
甲
冑
関
係
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
す
が
、
あ
な
た

の
世
代
だ
と
ギ
リ
ギ
リ
見
ら
れ
る
か

な
」。
氏
は
こ
う
言
い
残
し
て
こ
の
世

を
去
っ
た
。

　
氏
の
四
十
九
日
兼
お
別
れ
会
の
会
食

に
、
甲
冑
の
世
界
か
ら
呼
ば
れ
た
の
は

東
京
国
立
博
物
館
甲
冑
修
復
室
の
小
沢

封
印
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

 

綱
取 

譲
一

古老に
聴く
第
七
回

正
実
氏
と
俺
、
そ
こ
に
刀
剣
界
か
ら
は

備
前
刀
学
会
の
加
島
進
氏
を
加
え
て
三

名
。
そ
の
三
名
以
外
は
ほ
ぼ
全
員
が
宗

教
法
人
関
係
。
会
食
は
会
議
を
兼
ね
て
、

後
継
者
の
い
な
い
西
光
寺
の
問
題
を
宗

教
法
人
法
に
基
づ
き
議
論
を
重
ね
て
い

る
。
俺
、
小
沢
さ
ん
、
加
島
さ
ん
は
蚊

帳
の
外
だ
。
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い

て
、
俺
は
「
封
印
し
ま
す
」
が
ギ
ャ
グ

で
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。

　
話
を
戻
そ
う
。「
戦
国
上
州
の
刀
剣

と
甲
冑
」
で
は
行
光
、
正
宗
と
い
っ
た

名
刀
の
向
こ
う
で
、
わ
れ
わ
れ
の
「
大

刀
剣
市
」
で
力
を
貸
し
て
く
れ
る
、
石

田
國
壽
、
髙
橋
恒
巌
、
工
藤
将
成
三
刀

匠
合
作
刀
製
作
の
動
画
が
ひ
と
と
き
の

休
憩
用
に
流
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
と
も

今
年
こ
そ
は
再
会
し
た
い
。

　
常
設
は
、
群
馬
の
誇
る
埋
蔵
文
化
財

か
ら
近
代
戦
後
の
富
士
重
工
業
の
ス
バ

ル
３
６
０
ま
で
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示

と
な
っ
て
い
る
が
、
上
州
兜
を
見
に
き

て
こ
れ
を
見
逃
す
手
は
な
い
、
と
い
う

も
の
が
、
戦
国
期
の
資
料
の
中
に
あ
る

金
箔
押
し
一
部
朱
漆
塗
り
の
丸
胴
だ
。

　
中
世
の
胴
丸
か
ら
当
世
具
足
へ
の
過

渡
期
の
形
状
の
甲
冑
と
し
て
始
ま
る
も

の
だ
が
、
名
前
か
ら
し
て
胴
丸
と
ど
う

違
う
の
か
、
と
い
う
論
争
は
い
ま
だ
終

止
符
を
打
た
な
い
。
い
や
論
じ
る
こ
と

が
楽
し
く
、
打
ち
た
く
な
い
愛
好
家
も

い
る
の
だ
か
ら
い
い
で
は
な
い
か
。
い

つ
の
日
か
、
当
組
合
員
に
も
さ
わ
り
だ

け
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

群馬県立歴史博物館で開かれていた「戦国上州の刀剣と甲冑」

第
四
回
刀
剣
美
術
論
文
賞
は

小
島
つ
と
む
氏
に
決
定

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。
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●
刀
剣
議
連
の
総
会
が
開
か
れ
る
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ほ
の
ほ
の
と
　
あ
か
し
の
う
み
の

　
　
あ
さ
き
り
に
　

　
し
ま
か
く
れ
ゆ
く

　
　
ふ
ね
を
し
そ
お
も
ふ

�

柿
本
人
麻
呂
　

　
赤
銅
・
朧
銀
の
地
鉄
を
イ
モ
継
ぎ
に

し
て
、
全
体
に
明
暗
を
出
す
。
地
板
を

彫
出
し
、
鋤
下
げ
て
、
遠
近
感
を
狙
う
。

魚
子
打
ち
の
強
弱
と
ぼ
か
し
が
、
空
気

感
を
表
す
。
そ
れ
ら
の
色
彩
効
果
は
溶

け
合
っ
て
、

和
歌
が
浮
か

び
上
が
る
。

「
ほ
の
ぼ
の

と
明
け
て
ゆ

く
明
石
の

海
」
は
、
赤

銅
の
黒
か
ら

朧
銀
へ
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
で
明
け
て
ゆ
く
。

　「
朝
霧
に
」
は
魚
子
の
強
弱
ぼ
か
し

に
託
し
、「
島
隠
れ
ゆ
く
」
の
遠
景
は

鋤
下
げ
て
朧
げ
に
見
え
、隠
れ
さ
せ
る
。

　
主
人
公
の
「
人
麻
呂
」
は
、
い
ま
だ

明
け
や
ら
ぬ
庵
の
中
に
控
え
め
に
金
象

嵌
さ
れ
、
視
線
は
遠
く
の
帆
船
を
見
つ

め
る
。「
船
の
行
く
旅
先
の
無
事
を
祈
っ

て
の
心
」
を
最
小
限
の
象
嵌
で
表
現
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
効
果
は
融
合
し
て
絶
妙
に

詩
的
情
景
を
豊
か
に
醸
し
て
い
る
。

　
銘
は
「
八
辻
　
勝
肥
」
と
刻
さ
れ
、

｢

会
津
で
修
業
し
江
戸
に
住
む
」
と
書

に
あ
る
が
、
江
戸
で
の
活
躍
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、独
創
的
な
企
画
、

表
現
、
技
術
力
は
、
上
位
金
工
の
作
に

肩
を
並
べ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
ん
な
作
品
に
出
合
え
る
と
、
こ
の

金
工
界
は
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る
。

地
鉄
で
和
歌
を
表
し
た
笄
と
小
柄

　
　
野
田
一
郎

�

も
う
一
つ
の
側
面

　
数
年
前
に
地
元
で
は
な
い
警
察
か
ら

電
話
が
あ
り
、
私
が
扱
っ
た
ら
し
い
脇

指
の
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
経
路
と
登

録
番
号
の
確
認
で
し
た
。

　
そ
の
時
点
で
一
年
前
ぐ
ら
い
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
、｢

調
べ
て
返
答
す
る
」

と
伝
え
、
早
速
確
認
し
て
み
る
と
、
私

が
交
換
会
で
売
却
し
た
も
の
で
し
た
。

警
察
に
電
話
を
し
、
私
が
Ａ
氏
に
売
却

し
た
脇
指
で
あ
る
と
言
う
と
、｢

あ
あ
、

そ
う
で
す
か
」
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
売
却
し
た
先
で
何
か
問
題
が
あ
っ
た

の
は
想
像
で
き
ま
す
が
、
例
に
よ
っ
て

警
察
は
詳
し
い
事
情
は
教
え
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　
程
な
く
し
て
私
が
交
換
会
で
売
却
し

た
相
手
Ａ
氏
か
ら
謝
罪
の
電
話
が
あ

り
、事
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ａ
氏
か
ら
Ｂ
氏
に

渡
り
、
さ
ら
に
Ｃ
氏
に
行
き
、
Ｃ
氏
が

登
録
証
に
記
載
さ
れ
た
長
さ
を
改
ざ
ん

し
た
ら
し
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
脇
指
で
事
件
を
起
こ
し
た
の
で

は
な
く
、
別
件
で
問
題
が
あ
り
、
偶
然

に
改
ざ
ん
が
露
呈
し
た
と
い
う
こ
と
ら

し
い
の
で
す
。

　
私
も
Ａ
氏
も
売
買
に
関
し
て
は
何
の

問
題
も
な
い
の
で
す
が
、
や
り
き
れ
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。そ
の
後
、

警
察
か
ら
は
何
か
言
っ
て
く
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
不
可
抗
力
な
こ
と

で
す
が
、
実
際
に
こ
う
い
う
問
題
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
に
、
刀
剣

を
扱
う
者
と
し
て
や
る
せ
な
い
し
、
心

が
痛
み
ま
す
。（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

事
例
�

�

　
編
集
部
か
ら
は
「
甲
冑
に
関
す
る
話

題
を
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
当
会
が

関
わ
る
甲
冑
の
話
題
は
少
々
ネ
タ
切
れ
か

二
番
煎
じ
の
感
も
あ
り
、
ま
た
当
紙
に
は

他
に
も
甲
冑
に
つ
い
て
楽
し
い
記
事
を

書
か
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
オ
チ
の
な
い
話
を
思
い

つ
く
ま
ま
に
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
言
わ
れ
れ
ば
何
と
な
く
気
づ
い
て
い

た
だ
け
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
日
本
の
甲
冑
は
割
と
色
彩

が
豊
か
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
時
代
や
地
域
、
個
人
、

立
場
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
色
彩
豊
か
な

甲
冑
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
あ
る
時
、
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
景
色

を
眺
め
て
い
て
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
当
時
の
人
た
ち
に
〝
鎧

武
者
〟
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
言
っ
て
い
る
「
ど
の
よ
う
に
見
え
て

い
た
か
？
」と
は
色
彩
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
は
甲
冑
に
限
ら
ず
、
当
時
の
日

本
人
の
服
飾
や
建
物
の
装
飾
、
絵
画
作

品
な
ど
の
色
彩
感
覚
と
も
重
な
る
部
分

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
現
代
は
例

え
ば
僕
が
住
ん
で
い
る
東
京
二
十
三
区

な
ど
は
普
通
に
生
活
し
て
い
て
目
に
入

る
風
景
の
色
の
多
く
は
灰
色
系
統
で
す

が
、
当
時
の
人
た
ち
の
場
合
は
土
の
茶

色
か
樹
木
の
緑
色
系
統
が
多
く
を
占
め

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
と
す
る
と
、
甲
冑
に
使
わ
れ
て

い
る
明
ら
か
に
自
然
環
境
と
異
な
る
赤

や
金
な
ど
の
色
は
別
と
し
て
、
紺
や
萌

葱
・
浅
葱
・
紫
・
茶
・
黒
漆
塗
り
な
ど

の
色
は
当
時
の
風
景
の
中
で
ど
の
よ
う

に
見
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
眼
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
緑
の
山
々

や
田
園
風
景
を
見
な
が
ら
、
実
は
紺
や

萌
葱
・
浅
葱
・
紫
・
茶
・
黒
漆
な
ど
の

単
色
の
甲
冑
は
、
今
で
言
う
と
こ
ろ
の

迷
彩
色
の
よ
う
な
感
じ
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
に
流
行
し
た

と
さ
れ
る
華
や
か
な
色
目
の
威
も
、
実

は
遠
目
か
ら
見
た
ら
周
辺
の
景
色
の
色

に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
映
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
大
鎧
の
絵
韋
は
そ
ん

な
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
が
。
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富
山
県
高
岡
市
の
国
泰
寺
で
新
選
組

の
近
藤
勇
が
身
に
着
け
た
と
伝
え
ら
れ

る
甲
冑
が
見
つ
か
り
、
四
月
に
射
水
市

新
湊
博
物
館
で
公
開
さ
れ
、
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。

　
兜
に
は
、蛇
の
目
紋
の
前
立
が
付
き
、

鎧
の
背
面
に
は
旗
を
立
て
る
た
め
の
金

具
も
あ
る
。
近
藤
勇
が
甲
冑
を
着
け
た

の
は
生
涯
に
一
度
だ
っ
た
と
も
言
わ

れ
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
。

　
甲
冑
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
高
岡
市

太
田
に
あ
る
臨
済
宗
国
泰
寺
派
の
総
本

山
、
国
泰
寺
。
徳
川
家
に
ゆ
か
り
の
寺

で
、
三
代
家
光
を
は
じ
め
歴
代
将
軍
の

位
牌
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
国
泰
寺
と
近
藤
勇
を
結
び
つ
け

た
の
は
幕
府
に
仕
え
た
山
岡
鉄
舟
で
、

宝
物
台
帳
に
、
近
藤
勇
の
遺
品
と
し
て

こ
の
甲
冑
を
奉
納
し
た
と
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
鉄
舟
と
国
泰
寺
と
の
関
わ
り
は
深
く
、

書
を
得
意
と
し
た
鉄
舟
が
屛
風
千
二
百

双
、額
一
万
枚
を
書
い
て
資
金
を
集
め
、

廃
仏
毀
釈
で
荒
廃
し
た
寺
の
再
建
に
力

を
尽
く
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
鉄
舟
は
新
選
組
の
前
身
と
な
っ
た
浪

士
組
を
結
成
し
、
近
藤
勇
と
も
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
直
後
、

戊
辰
戦
争
の
爪
跡
が
残
っ
て
い
る
東
京

周
辺
で
は
供
養
が
し
づ
ら
い
と
い
う
こ

と
で
、
富
山
に
あ
る
幕
府
ゆ
か
り
の
寺

に
遺
品
の
甲
冑
を
奉
納
し
近
藤
の
供
養

を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
地
元
で
は

高
く
評
価
し
て
い
る
。

新
発
見
の
甲
冑
は
近
藤
勇
の
遺
品
か

近藤勇の遺品とみられる兜

　
西
郷
隆
盛
は
、
幕
末
維
新
期
を
テ
ー

マ
に
し
た
歴
史
ド
ラ
マ
に
は
必
ず
登

場
し
、
日
本
人
に
は
広
く
知
ら
れ
た

人
物
で
あ
る
。
安
定
感
の
あ
る
、
ど
っ

し
り
と
し
た
容
貌
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
び
っ
く
り
し

な
い
人
…
…
。
一
言
で
言
え
ば
大
物

と
し
て
、
西
郷
さ
ん
は
認
識
さ
れ
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
も

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
西
郷
さ
ん
は
傑
物
で
あ
る
。
が
、

実
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
人
物
像
は
、

西
南
戦
争
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
西
郷

さ
ん
が
、
か
な
り
後
に
復
権
し
、
一
種
の

理
想
的
な
人
物
と
し
て
「
蘇
っ
た
」
時
に

出
来
た
人
物
像
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
西

郷
さ
ん
の
行
動
に
は
い
く
つ
か
の
謎
も
あ

り
、
ま
た
行
動
の
真
意
に
つ
い
て
、
今
で

も
意
見
の
分
か
れ
る
事
柄
が
少
な
く
な
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
本
は
、
幕
末
維
新
史
に
精
通
し
た

家
近
良
樹
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
総
動
員
し
、
そ
し
て
西
郷
隆
盛
書
簡
と

い
う
究
極
の
一
次
資
料
を
読
み
込
ん
で
構

想
を
練
っ
て
仕
上
げ
た
、
す
こ
ぶ
る
優
れ

た
評
伝
で
あ
る
。

　
西
郷
さ
ん
な
ら
こ
う
い
う
人
だ
ろ
う
、

こ
う
い
う
意
思
で
の
行
動
に
違
い
な
い
、

と
い
う
憶
測
を
可
能
な
限
り
除
き
、
信
頼

性
の
高
い
史
料
に
基
づ
い
て
、
幕
末
か
ら

明
治
十
年
ま
で
の
西
郷
の
栄
光
と
挫
折
と

破
滅
が
生
き
生
き
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
歴
史
ド
ラ
マ
や
小
説
か
ら
は
知

り
得
な
い
人
間
西
郷
隆
盛
の
姿
が
浮
か
び

上
が
り
、
と
て
も
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

　
誰
の
人
生
に
も
喜
び
と
悲
し
み
の
起
伏

は
あ
り
、
日
々
の
悩
み
も
あ
る
。
西
郷
さ

ん
の
場
合
、
そ
の
起
伏
が
特
に
大
き
く
、

特
に
悩
み
の
谷
は
深
か
っ
た
。
敬
愛
す
る

上
司
（
島
津
斉
彬
）
と
の
死
別
と
絶
望
、
新

た
な
主
（
島
津
久
光
）
と
の
確
執
に
よ
る
遠

島
。
西
郷
さ
ん
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
、

あ
る
時
は
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た

あ
る
時
は
自
ら
の
意
思
で
退
場
し
た
。

　
だ
が
、
薩
摩
藩
は
、
そ
し
て
時
代
は
、

西
郷
さ
ん
を
必
要
と
し
た
。
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
と
江
戸
城
攻
防
で
の
勝
海
舟
と
の
交

渉
は
彼
の
人
生
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
、
ま
さ

に
「
英
雄
」「
英
傑
」
と
呼
ぶ
の
が
相
応

し
い
活
躍
ぶ
り
。
だ
が
、
後
半
生
は
…
…

病
魔
と
老
い
に
は
、
さ
す
が
の
英
雄
も
勝

て
ず
、
若
い
頃
の
西
郷
さ
ん
な
ら
絶
対
に

し
な
い
で
あ
ろ
う
失
敗
を
し
、
非
業
の
最

期
を
遂
げ
る
。

　
そ
ん
な
西
郷
さ
ん
の
姿
を
、
著
者
は
史

料
に
基
づ
い
て
懸
命
に
追
い
か
け
て
ゆ

く
。
そ
し
て
西
南
戦
争
後
、
西
郷
隆
盛
像

は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
た
か
に
つ
い

て
述
べ
、
六
百
ペ
ー
ジ
近
く
に
及
ぶ
大
著

は
幕
を
閉
じ
る
。著
者
の
優
れ
た
筆
力
で
、

読
ま
せ
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
小
島
つ
と
む
）

■
家
近
良
樹
（
い
え
ち
か
・
よ
し
き
）

一
九
五
〇
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
同
志
社

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。
中
央
大
学
博
士
。
大
阪
経
済

大
学
客
員
教
授
（
幕
末
維
新
史
）。『
幕
末

政
治
と
討
幕
運
動
』『
徳
川
慶
喜
（
幕
末

維
新
の
個
性
１
）』『
老
い
と
病
で
み
る
幕

末
維
新
』『
あ
る
豪
農
一
家
の
近
代
』
な

ど
著
書
多
数
。

時
代
の
傑
物
の
栄
光
か
ら
破
滅
を
史
料
か
ら
描
く

『
西
郷
隆
盛
　人
を
相
手
に
せ
ず
、
天
を
相
手
に
せ
よ
』

�

　家
近
良
樹�

著

　定
価
四
四
〇
〇
円

　ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

刀　剣　界令和4年10月15日発行 第64号

（6）

●
共
通
す
る
作
風

・
姿
の
変
遷

　
石
堂
一
派
全
体
の
活
躍
年
代
を
寛
永

十
年
（
一
六
三
三
）
ご
ろ
か
ら
元
禄
十

五
年
（
一
七
〇
二
）
ご
ろ
ま
で
と
仮
定

し
た
場
合
、
そ
の
間
は
約
七
十
年
あ
り

ま
す
。
当
然
、
姿
は
変
化
し
ま
す
。

　
最
初
期
に
活
躍
し
た
紀
州
石
堂
の
康

広
や
、
江
戸
石
堂
の
光
平･
常
光
の
初

期
作
の
姿
は
、
や
や
長
寸
の
二
尺
四
～

五
寸
前
後
で
身
幅
頃
合
い
、
元
幅
に
比

し
て
先
幅
が
一
段
と
狭
く
、
踏
ん
張
り

心
が
あ
り
、反
り
は
比
較
的
深
く
つ
き
、

中
切
先
の
姿
、
い
わ
ゆ
る
慶
長
新
刀
姿

か
ら
寛
文
新
刀
姿
に
移
行
す
る
過
渡
期

の
姿
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
石
堂
一
派
の
多
く
の
刀
工

が
活
躍
し
た
寛
文
前
後
は
、
刃
長
二
尺

三
寸
前
後
に
て
身
幅
・
重
ね
と
も
頃
合
い
、

元
先
の
幅
差
が
や
や
あ
り
、
反
り
が
四

～
五
分
前
後
で
中
切
先
の
、
い
わ
ゆ
る

寛
文
新
刀
姿
が
主
流
と
な
り
ま
す
。

　
元
禄
ご
ろ
に
な
る
と
、
や
や
先
反
り

が
加
わ
り
、
中
切
先
延
び
心
と
な
る
姿

に
変
化
し
ま
す
。

　
お
の
お
の
の
刀
工
の
姿
は
、活
躍
年
代

に
即
応
し
た
も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

・
地
鉄
に
つ
い
て

　
小
板
目
肌･

板
目
肌
に
流
れ
肌
の
交

じ
っ
た
も
の
な
ど
が
主
流
で
す
が
、
中

に
は
柾
目
肌
に
近
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
地
に
は
映
り
が
弱
く
現
れ
、
し
か

も
規
則
的
と
な
り
、
鎬
地
が
柾
目
と
な

る
点
が
大
切
な
見
所
で
す
。

・
刃
文
に
つ
い
て

　
匂
本
位
の
丁
子
乱
れ
で
、
お
の
お
の

の
刀
工
に
よ
っ
て
特
徴
の
あ
る
刃
文
を

焼
い
て
い
ま
す
。

・
帽
子
に
つ
い
て

　
多
く
は
小
丸
あ
る
い
は
た
る
み
込
ん

で
先
小
丸
な
ど
で
す
が
、
多
々
良
長
幸

や
福
岡
石
堂
の
是
次
・
守
次
ら
の
よ
う

に
特
徴
の
あ
る
帽
子
も
あ
り
ま
す
。

・
彫
物
に
つ
い
て

　
彫
物
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
守
次
に
わ

ず
か
に
見
ら
れ
る
程
度
で
す
。
棒
樋
も

少
な
い
で
す
。な
お
後
世
、石
堂
一
派
の

刀
を
無
銘
に
し
て
一
文
字
に
見
せ
よ
う

と
、
鎬
地
の
柾
目
を
隠
す
た
め
に
棒
樋

を
刻
し
た
も
の
は
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
以
上
が
石
堂
一
派
の
一
般
的
な
作
風

で
す
が
、次
に
お
の
お
の
の
刀
工
に
つ
い

て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
江
戸
石
堂

光
平
…
江
戸
石
堂
の
中
に
あ
っ
て
先
輩

格
で
あ
り
、
長
幸
に
次
い
で
上
手
な
刀

工
で
す
。
姿
は
前
述
の
よ
う
に
、
寛
永

～
正
保
に
か
け
て
の
姿
が
多
い
で
す
。

地
鉄
は
板
目
に
柾
が
流
れ
て
、
や
や
肌

立
つ
も
の
が
多
い
で
す
。
刃
文
は
丁
子

乱
れ
で
、
大
丁
子
な
ど
を
交
え
て
大
模

様
で
華
や
か
に
乱
れ
、
焼
刃
に
高
低
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
丸
み
の
あ
る
袋

丁
子
を
見
所
と
し
て
い
ま
す
。
帽
子
は

小
丸
か
、
浅
く
乱
れ
て
先
小
丸
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。（
図
①
）

常
光
…
二
様
あ
り
ま
す
。
姿
は
寛
文
新

刀
姿
が
多
い
で
す
。

　（
一
）
光
平
に
似
た
華
や
か
な
丁
子

刃
、
し
か
し
相
対
的
に
は
刃
文
は
こ
ず

み
気
味
と
な
り
ま
す
。（
図
②
）

　（
二
）
光
平
ほ
ど
華
や
か
な
丁
子
刃

で
な
く
、や
や
こ
せ
つ
い
た
刃
文（
図
③
）

　
帽
子
は
浅
く
湾
れ
て
先
小
丸
に
返
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
乱
れ
込
ん
だ
帽

子
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

是
一
…
板
目
が
総
体
に
強
く
流
れ
て
柾

が
か
り
、
地
沸
付
き
細
か
な
地
景
入
り

乱
れ
映
り
現
れ
、
鎬
地
の
柾
が
目
立
ち

ま
す
。
刃
文
は
丁
子
乱
れ
が
総
じ
て
小

模
様
と
な
り
、
逆
が
か
り
、
匂
主
調
に

小
沸
付
き
、
刃
中
に
金
筋
・
砂
流
し
の

細
か
く
入
っ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
帽
子
は
直
に
小
丸
が
多
い
で
す
。

（
図
④
）

●
福
岡
石
堂

　
是
次
・
守
次
の
作
風
は
よ
く
似
て
い

ま
す
が
、
わ
ず
か
の
相
違
点
を
挙
げ
る

と
、
是
次
の
丁
子
乱
れ
の
頭
は
角
張
る

の
に
対
し
、
守
次
は
丸
み
を
持
っ
た
も

の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
是
次
の
方
が

よ
り
華
や
か
な
大
逆
丁
子
乱
れ
が
多
い

で
す
。
ま
た
、
石
堂
一
派
全
般
に
彫
物

の
あ
る
も
の
は
少
な
い
の
で
す
が
、
守

次
は
彫
物
を
得
意
と
し
て
お
り
、
簡
素

な
が
ら
締
ま
っ
た
上
手
な
彫
り
物
が
あ

り
ま
す
。

　
次
に
、
福
岡
石
堂
全
般
の
特
徴
を
挙

げ
る
と
、
比
較
的
反
り
が
高
く
、
姿
の

良
い
も
の
が
多
い
で
す
。
地
鉄
は
板
目

が
流
れ
心
と
な
っ
た
り
、
強
く
流
れ
て

ほ
と
ん
ど
柾
が
か
っ
た
鍛
え
も
あ
り
ま

す
。
刃
文
は
総
体
に
逆
が
か
る
も
の
が

多
く
、
ま
ま
鎬
筋
を
越
え
る
も
の
も
あ

り
、
純
然
た
る
匂
出
来
で
は
な
く
、
小

沸
付
き
、
刃
中
に
細
か
い
砂
流
し
を
交

え
た
り
、「
烏い

か賊
の
頭
」
と
形
容
さ
れ

る
独
特
の
逆
丁
子
刃
や
、
尖
り
刃
が
交

じ
っ
た
り
、
同
時
に
刃
中
に
焼
き
の
抜

け
た
よ
う
な
丸
い
玉
が
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。帽
子
は
乱
れ
込
み
、一
段
と
焼

き
深
く
、返
り
も
長
く
焼
き
下
げ
、棟
焼

き
が
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。（
図
⑤
）

●
紀
州
石
堂

康
広
…
寛
永
ご
ろ
の
姿
。
地
鉄
は
小
板

目
が
詰
ん
で
、
肌
に
白
け
心
が
あ
り
、

そ
の
中
に
黒
く
映
り
が
出
る
も
の
が
多

い
で
す
。
刃
文
は
匂
出
来
の
丁
子
乱
れ

に
焼
き
幅
が
一
段
と
高
く
、刃
中
に
足
・

葉
が
あ
ま
り
入
ら
ず
、
焼
刃
の
出
入
り

の
落
差
は
あ
ま
り
目
立
た
ず
、
丁
子
に

大
小
の
変
化
を
つ
け
て
い
ま
す
。
帽
子

は
乱
れ
込
ん
で
浅
く
返
る
も
の
と
、
た

る
み
心
の
両
様
が
あ
り
ま
す
。（
図
⑥
）

　
紀
州
石
堂
に
は
康
広
以
外
に
は
為
康

が
い
ま
す
が
、
紀
州
在
住
時
は
康
広
同

様
の
作
風
で
す
が
、
大
坂
移
住
後
は
互

の
目
が
か
っ
て
沸
づ
く
丁
子
刃
や
濤
瀾

刃
を
焼
い
た
も
の
も
あ
っ
て
、
大
坂
新

刀
風
の
強
い
作
風
に
な
り
ま
す
。

●
大
坂
石
堂

長
幸
…
前
期
作
の
与
三
左
衛
門
尉
祐
定

写
し
と
一
文
字
写
し
の
両
様
が
あ
り
ま

す
。
共
に
匂
口
が
よ
く
締
ま
っ
て
明
る

く
冴
え
、
尖
り
心
の
刃
文
を
交
え
、
帽

子
に
も
見
所
が
あ
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、

乱
れ
込
ん
で
先
が
尖
り
、
や
や
深
く
返

る
独
特
の
帽
子
と
な
り
ま
す
。

・
与
三
写
し

　
姿
も
二
尺
前
後
と
寸
詰
ま
り
、
先
反

り
つ
き
、
鎬
地
を
削
っ
た
与
三
の
姿
を

再
現
し
て
い
ま
す
。
地
鉄
は
小
板
目
肌

詰
み
、
地
沸
細
か
に
つ
き
、
乱
れ
映
り

立
ち
、
刃
文
は
腰
開
き
の
複
式
互
の
目

乱
れ
に
尖
り
刃
交
じ
り
、小
足
・
葉
入
り
、

締
ま
っ
て
冴
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

元
か
ら
先
ま
で
同
じ
調
子
で
焼
い
て
い

ま
す
。尚
、石
堂
一
派
の
末
備
前
写
し
は
、

長
幸
以
外
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。（
図
⑦
）

・
一
文
字
写
し

　
寛
文
新
刀
姿
に
も
う
少
し
反
り
の
加

わ
っ
た
姿
が
多
く
、
ま
れ
に
長
寸
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
刃
文
は
重
花
丁
子
・

尖
り
刃
・
小
丁
子
・
腰
の
開
い
た
互
の

目
な
ど
を
交
え
、
焼
き
に
高
低
が
目
立

た
ず
、
元
か
ら
先
ま
で
平
均
し
て
焼
き

高
く
、
華
や
か
に
乱
れ
る
も
の
が
多
い

で
す
。
一
文
字
風
の
刃
文
の
中
に
腰
開

き
の
複
式
互
の
目
を
交
え
た
、
一
文
字

と
末
備
前
の
折
衷
的
な
刃
文
が
大
き
な

見
所
で
も
あ
り
ま
す
。（
図
⑧
）

備
中
守
橘
康
広
…
寛
文
新
刀
姿
。
地
鉄

は
小
板
目
肌
に
映
り
が
立
ち
、鎬
地
柾
、

刃
文
は
匂
口
の
締
ま
っ
た
焼
き
幅
の
広

い
華
や
か
な
丁
子
乱
れ
で
、
総
体
に
小

模
様
と
な
る
と
こ
ろ
が
見
所
で
す
。
帽

子
は
小
丸
で
返
り
が
や
や
深
く
な
る
と

こ
ろ
や
、
鎺
元
の
焼
き
出
し
も
見
所
の

一
つ
で
す
。（
図
⑨
）

　
康
広
は
作
刀
期
間
が
長
く
、
初
二
代

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
坂

時
代
の
作
刀
は
、
大
坂
石
堂
と
し
て
扱

い
ま
す
。

●
伊
賀
石
堂

鎭
忠
…
慶
長
八
年
紀
の
初
代
鎭し

げ

忠た
だ

の
刀

が
金
刀
比
羅
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
作
風
は
平
高
田
そ
の
も
の
で
す
。

高
田
の
地
か
ら
紀
州
に
赴
き
、
紀
州
石

堂
と
の
交
流
が
あ
っ
て
か
ら
は
丁
子
刃

に
変
わ
り
ま
し
た
。
鎭
忠
・
鎭
政
に
は

二
代
あ
り
、
伊
賀
名
張
の
地
に
お
い
て

鍛
刀
し
て
い
ま
す
。
寛
文
新
刀
姿
に
、

地
鉄
は
板
目
肌
が
や
や
流
れ
、
映
り
が

立
ち
、
刃
文
は
匂
本
位
の
丁
子
乱
れ
を

焼
き
、
石
堂
風
で
す
。
現
存
す
る
作
品

は
少
な
い
で
す
。（
図
⑩
）

●
近
江
石
堂

　
前
回
の
解
説
で
「
近
江
石
堂
は
新
刀

期
の
鍛
冶
で
な
く
、
室
町
期
に
近
江
国

蒲
生
郡
石
塔
村
で
鍛
刀
し
た
鍛
冶
集
団

の
総
称
」
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
次
の

よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

�

『
日
本
刀
工
辞
典
』
に
「
初
代
一
峯
を

近
江
石
堂
の
一
派
と
し
、
作
品
直
乱
又

は
乱
刃
」
と
あ
り
、
二
代
一
峯
を
初
代

一
峯
の
子
、
江
戸
に
て
も
作
る
と
し
、

｢

そ
の
出
来
乱
刃
、
初
代
同
様
の
も
の
、

又
は
石
堂
是
一
同
様
の
も
の
あ
る
も
、

丁
子
刃
を
最
も
得
意
と
す
る
」
と
あ
り

ま
す
。

　
作
風
は
、
板
目
に
流
れ
肌
交
じ
り
、

乱
れ
映
り
立
ち
、
刃
文
匂
勝
ち
に
小
沸

の
付
い
た
丁
子
刃
や
や
逆
が
か
り
、
こ

ず
み
、刃
中
に
細
か
い
砂
流
し
か
か
り
、

一
見
是
一
の
作
風
に
似
る
も
、
鎺
元
に

短
い
直
ぐ
の
焼
き
出
し
が
あ
り
、
帽
子

の
返
り
も
深
い
で
す
。（
図
①
）
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ほ
の
ほ
の
と
　
あ
か
し
の
う
み
の

　
　
あ
さ
き
り
に
　

　
し
ま
か
く
れ
ゆ
く

　
　
ふ
ね
を
し
そ
お
も
ふ

�

柿
本
人
麻
呂
　

　
赤
銅
・
朧
銀
の
地
鉄
を
イ
モ
継
ぎ
に

し
て
、
全
体
に
明
暗
を
出
す
。
地
板
を

彫
出
し
、
鋤
下
げ
て
、
遠
近
感
を
狙
う
。

魚
子
打
ち
の
強
弱
と
ぼ
か
し
が
、
空
気

感
を
表
す
。
そ
れ
ら
の
色
彩
効
果
は
溶

け
合
っ
て
、

和
歌
が
浮
か

び
上
が
る
。

「
ほ
の
ぼ
の

と
明
け
て
ゆ

く
明
石
の

海
」
は
、
赤

銅
の
黒
か
ら

朧
銀
へ
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
で
明
け
て
ゆ
く
。

　「
朝
霧
に
」
は
魚
子
の
強
弱
ぼ
か
し

に
託
し
、「
島
隠
れ
ゆ
く
」
の
遠
景
は

鋤
下
げ
て
朧
げ
に
見
え
、隠
れ
さ
せ
る
。

　
主
人
公
の
「
人
麻
呂
」
は
、
い
ま
だ

明
け
や
ら
ぬ
庵
の
中
に
控
え
め
に
金
象

嵌
さ
れ
、
視
線
は
遠
く
の
帆
船
を
見
つ

め
る
。「
船
の
行
く
旅
先
の
無
事
を
祈
っ

て
の
心
」
を
最
小
限
の
象
嵌
で
表
現
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
効
果
は
融
合
し
て
絶
妙
に

詩
的
情
景
を
豊
か
に
醸
し
て
い
る
。

　
銘
は
「
八
辻
　
勝
肥
」
と
刻
さ
れ
、

｢

会
津
で
修
業
し
江
戸
に
住
む
」
と
書

に
あ
る
が
、
江
戸
で
の
活
躍
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、独
創
的
な
企
画
、

表
現
、
技
術
力
は
、
上
位
金
工
の
作
に

肩
を
並
べ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
ん
な
作
品
に
出
合
え
る
と
、
こ
の

金
工
界
は
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る
。

地
鉄
で
和
歌
を
表
し
た
笄
と
小
柄

　
　
野
田
一
郎

�

も
う
一
つ
の
側
面

　
数
年
前
に
地
元
で
は
な
い
警
察
か
ら

電
話
が
あ
り
、
私
が
扱
っ
た
ら
し
い
脇

指
の
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
経
路
と
登

録
番
号
の
確
認
で
し
た
。

　
そ
の
時
点
で
一
年
前
ぐ
ら
い
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
、｢

調
べ
て
返
答
す
る
」

と
伝
え
、
早
速
確
認
し
て
み
る
と
、
私

が
交
換
会
で
売
却
し
た
も
の
で
し
た
。

警
察
に
電
話
を
し
、
私
が
Ａ
氏
に
売
却

し
た
脇
指
で
あ
る
と
言
う
と
、｢

あ
あ
、

そ
う
で
す
か
」
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
売
却
し
た
先
で
何
か
問
題
が
あ
っ
た

の
は
想
像
で
き
ま
す
が
、
例
に
よ
っ
て

警
察
は
詳
し
い
事
情
は
教
え
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　
程
な
く
し
て
私
が
交
換
会
で
売
却
し

た
相
手
Ａ
氏
か
ら
謝
罪
の
電
話
が
あ

り
、事
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ａ
氏
か
ら
Ｂ
氏
に

渡
り
、
さ
ら
に
Ｃ
氏
に
行
き
、
Ｃ
氏
が

登
録
証
に
記
載
さ
れ
た
長
さ
を
改
ざ
ん

し
た
ら
し
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
脇
指
で
事
件
を
起
こ
し
た
の
で

は
な
く
、
別
件
で
問
題
が
あ
り
、
偶
然

に
改
ざ
ん
が
露
呈
し
た
と
い
う
こ
と
ら

し
い
の
で
す
。

　
私
も
Ａ
氏
も
売
買
に
関
し
て
は
何
の

問
題
も
な
い
の
で
す
が
、
や
り
き
れ
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。そ
の
後
、

警
察
か
ら
は
何
か
言
っ
て
く
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
不
可
抗
力
な
こ
と

で
す
が
、
実
際
に
こ
う
い
う
問
題
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
に
、
刀
剣

を
扱
う
者
と
し
て
や
る
せ
な
い
し
、
心

が
痛
み
ま
す
。（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

事
例
�

�

　
編
集
部
か
ら
は
「
甲
冑
に
関
す
る
話

題
を
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
当
会
が

関
わ
る
甲
冑
の
話
題
は
少
々
ネ
タ
切
れ
か

二
番
煎
じ
の
感
も
あ
り
、
ま
た
当
紙
に
は

他
に
も
甲
冑
に
つ
い
て
楽
し
い
記
事
を

書
か
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
オ
チ
の
な
い
話
を
思
い

つ
く
ま
ま
に
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
言
わ
れ
れ
ば
何
と
な
く
気
づ
い
て
い

た
だ
け
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
日
本
の
甲
冑
は
割
と
色
彩

が
豊
か
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
時
代
や
地
域
、
個
人
、

立
場
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
色
彩
豊
か
な

甲
冑
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
あ
る
時
、
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
景
色

を
眺
め
て
い
て
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
当
時
の
人
た
ち
に
〝
鎧

武
者
〟
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
言
っ
て
い
る
「
ど
の
よ
う
に
見
え
て

い
た
か
？
」と
は
色
彩
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
は
甲
冑
に
限
ら
ず
、
当
時
の
日

本
人
の
服
飾
や
建
物
の
装
飾
、
絵
画
作

品
な
ど
の
色
彩
感
覚
と
も
重
な
る
部
分

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
現
代
は
例

え
ば
僕
が
住
ん
で
い
る
東
京
二
十
三
区

な
ど
は
普
通
に
生
活
し
て
い
て
目
に
入

る
風
景
の
色
の
多
く
は
灰
色
系
統
で
す

が
、
当
時
の
人
た
ち
の
場
合
は
土
の
茶

色
か
樹
木
の
緑
色
系
統
が
多
く
を
占
め

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
と
す
る
と
、
甲
冑
に
使
わ
れ
て

い
る
明
ら
か
に
自
然
環
境
と
異
な
る
赤

や
金
な
ど
の
色
は
別
と
し
て
、
紺
や
萌

葱
・
浅
葱
・
紫
・
茶
・
黒
漆
塗
り
な
ど

の
色
は
当
時
の
風
景
の
中
で
ど
の
よ
う

に
見
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
眼
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
緑
の
山
々

や
田
園
風
景
を
見
な
が
ら
、
実
は
紺
や

萌
葱
・
浅
葱
・
紫
・
茶
・
黒
漆
な
ど
の

単
色
の
甲
冑
は
、
今
で
言
う
と
こ
ろ
の

迷
彩
色
の
よ
う
な
感
じ
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
に
流
行
し
た

と
さ
れ
る
華
や
か
な
色
目
の
威
も
、
実

は
遠
目
か
ら
見
た
ら
周
辺
の
景
色
の
色

に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
映
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
大
鎧
の
絵
韋
は
そ
ん

な
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
が
。

（
一
般
社
団
法
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日
本
甲
冑
武
具
研
究

保
存
会
理
事
　
佐
々
木�

亮
）

甲
冑
の
話
題
─
─
─
�

（
一
社
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本
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研
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保
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富
山
県
高
岡
市
の
国
泰
寺
で
新
選
組

の
近
藤
勇
が
身
に
着
け
た
と
伝
え
ら
れ

る
甲
冑
が
見
つ
か
り
、
四
月
に
射
水
市

新
湊
博
物
館
で
公
開
さ
れ
、
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。

　
兜
に
は
、蛇
の
目
紋
の
前
立
が
付
き
、

鎧
の
背
面
に
は
旗
を
立
て
る
た
め
の
金

具
も
あ
る
。
近
藤
勇
が
甲
冑
を
着
け
た

の
は
生
涯
に
一
度
だ
っ
た
と
も
言
わ

れ
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
。

　
甲
冑
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
高
岡
市

太
田
に
あ
る
臨
済
宗
国
泰
寺
派
の
総
本

山
、
国
泰
寺
。
徳
川
家
に
ゆ
か
り
の
寺

で
、
三
代
家
光
を
は
じ
め
歴
代
将
軍
の

位
牌
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
国
泰
寺
と
近
藤
勇
を
結
び
つ
け

た
の
は
幕
府
に
仕
え
た
山
岡
鉄
舟
で
、

宝
物
台
帳
に
、
近
藤
勇
の
遺
品
と
し
て

こ
の
甲
冑
を
奉
納
し
た
と
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
鉄
舟
と
国
泰
寺
と
の
関
わ
り
は
深
く
、

書
を
得
意
と
し
た
鉄
舟
が
屛
風
千
二
百

双
、額
一
万
枚
を
書
い
て
資
金
を
集
め
、

廃
仏
毀
釈
で
荒
廃
し
た
寺
の
再
建
に
力

を
尽
く
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
鉄
舟
は
新
選
組
の
前
身
と
な
っ
た
浪

士
組
を
結
成
し
、
近
藤
勇
と
も
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
直
後
、

戊
辰
戦
争
の
爪
跡
が
残
っ
て
い
る
東
京

周
辺
で
は
供
養
が
し
づ
ら
い
と
い
う
こ

と
で
、
富
山
に
あ
る
幕
府
ゆ
か
り
の
寺

に
遺
品
の
甲
冑
を
奉
納
し
近
藤
の
供
養

を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
地
元
で
は

高
く
評
価
し
て
い
る
。

新
発
見
の
甲
冑
は
近
藤
勇
の
遺
品
か

近藤勇の遺品とみられる兜

　
西
郷
隆
盛
は
、
幕
末
維
新
期
を
テ
ー

マ
に
し
た
歴
史
ド
ラ
マ
に
は
必
ず
登

場
し
、
日
本
人
に
は
広
く
知
ら
れ
た

人
物
で
あ
る
。
安
定
感
の
あ
る
、
ど
っ

し
り
と
し
た
容
貌
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
び
っ
く
り
し

な
い
人
…
…
。
一
言
で
言
え
ば
大
物

と
し
て
、
西
郷
さ
ん
は
認
識
さ
れ
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
も

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
西
郷
さ
ん
は
傑
物
で
あ
る
。
が
、

実
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
人
物
像
は
、

西
南
戦
争
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
西
郷

さ
ん
が
、
か
な
り
後
に
復
権
し
、
一
種
の

理
想
的
な
人
物
と
し
て
「
蘇
っ
た
」
時
に

出
来
た
人
物
像
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
西

郷
さ
ん
の
行
動
に
は
い
く
つ
か
の
謎
も
あ

り
、
ま
た
行
動
の
真
意
に
つ
い
て
、
今
で

も
意
見
の
分
か
れ
る
事
柄
が
少
な
く
な
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
本
は
、
幕
末
維
新
史
に
精
通
し
た

家
近
良
樹
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
総
動
員
し
、
そ
し
て
西
郷
隆
盛
書
簡
と

い
う
究
極
の
一
次
資
料
を
読
み
込
ん
で
構

想
を
練
っ
て
仕
上
げ
た
、
す
こ
ぶ
る
優
れ

た
評
伝
で
あ
る
。

　
西
郷
さ
ん
な
ら
こ
う
い
う
人
だ
ろ
う
、

こ
う
い
う
意
思
で
の
行
動
に
違
い
な
い
、

と
い
う
憶
測
を
可
能
な
限
り
除
き
、
信
頼

性
の
高
い
史
料
に
基
づ
い
て
、
幕
末
か
ら

明
治
十
年
ま
で
の
西
郷
の
栄
光
と
挫
折
と

破
滅
が
生
き
生
き
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
歴
史
ド
ラ
マ
や
小
説
か
ら
は
知

り
得
な
い
人
間
西
郷
隆
盛
の
姿
が
浮
か
び

上
が
り
、
と
て
も
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

　
誰
の
人
生
に
も
喜
び
と
悲
し
み
の
起
伏

は
あ
り
、
日
々
の
悩
み
も
あ
る
。
西
郷
さ

ん
の
場
合
、
そ
の
起
伏
が
特
に
大
き
く
、

特
に
悩
み
の
谷
は
深
か
っ
た
。
敬
愛
す
る

上
司
（
島
津
斉
彬
）
と
の
死
別
と
絶
望
、
新

た
な
主
（
島
津
久
光
）
と
の
確
執
に
よ
る
遠

島
。
西
郷
さ
ん
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
、

あ
る
時
は
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た

あ
る
時
は
自
ら
の
意
思
で
退
場
し
た
。

　
だ
が
、
薩
摩
藩
は
、
そ
し
て
時
代
は
、

西
郷
さ
ん
を
必
要
と
し
た
。
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
と
江
戸
城
攻
防
で
の
勝
海
舟
と
の
交

渉
は
彼
の
人
生
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
、
ま
さ

に
「
英
雄
」「
英
傑
」
と
呼
ぶ
の
が
相
応

し
い
活
躍
ぶ
り
。
だ
が
、
後
半
生
は
…
…

病
魔
と
老
い
に
は
、
さ
す
が
の
英
雄
も
勝

て
ず
、
若
い
頃
の
西
郷
さ
ん
な
ら
絶
対
に

し
な
い
で
あ
ろ
う
失
敗
を
し
、
非
業
の
最

期
を
遂
げ
る
。

　
そ
ん
な
西
郷
さ
ん
の
姿
を
、
著
者
は
史

料
に
基
づ
い
て
懸
命
に
追
い
か
け
て
ゆ

く
。
そ
し
て
西
南
戦
争
後
、
西
郷
隆
盛
像

は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
た
か
に
つ
い

て
述
べ
、
六
百
ペ
ー
ジ
近
く
に
及
ぶ
大
著

は
幕
を
閉
じ
る
。著
者
の
優
れ
た
筆
力
で
、

読
ま
せ
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

�
（
小
島
つ
と
む
）

■
家
近
良
樹
（
い
え
ち
か
・
よ
し
き
）

一
九
五
〇
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。
同
志
社

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。
中
央
大
学
博
士
。
大
阪
経
済

大
学
客
員
教
授
（
幕
末
維
新
史
）。『
幕
末

政
治
と
討
幕
運
動
』『
徳
川
慶
喜
（
幕
末

維
新
の
個
性
１
）』『
老
い
と
病
で
み
る
幕

末
維
新
』『
あ
る
豪
農
一
家
の
近
代
』
な

ど
著
書
多
数
。

時
代
の
傑
物
の
栄
光
か
ら
破
滅
を
史
料
か
ら
描
く

『
西
郷
隆
盛
　人
を
相
手
に
せ
ず
、
天
を
相
手
に
せ
よ
』

�

　家
近
良
樹�

著

　定
価
四
四
〇
〇
円

　ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
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催 事 情 報
会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

印刷／株式会社キタジマ

　本展は、東京国立博物館創立150年の大きな節目を記念
して開催するものです。150年の間に積み重ねられた約12
万件という膨大な所蔵品の中から、国宝89件すべてを含む
名品と、明治から令和に至る150年の歩みを物語る関連資
料を通して、東京国立博物館の全貌を紹介します。
　展示は２部構成で、計150件を展示。東京国立博物館に
初めて来館される方には新発見の場として、親しいリピー
ターの方には再発見の場として、魅力的な展示内容と展覧
会場を創出します。
会期：10月18日㈫～12月11日㈰　事前予約制（日時指定）

■東京国立博物館
　〒110-8712�東京都台東区上野公園13-9　☎050-5541-8600（ハローダイヤル）�
　https://www.tnm.jp/

東京国立博物館創立150年記念特別展
｢国宝 東京国立博物館のすべて｣

国宝　埴輪�挂甲の武人
群馬県太田市出土　古墳時代

　坂城町鉄の展示館では、開館20周年を記念し、「二次元
vs日本刀展in坂城」と題して、漫画やアニメなどの人気ク
リエイターたちが考案した日本刀を展示します。本企画展
の開催目的は、日本刀文化および刀鍛冶の魅力を多くの皆
さまへ発信することです。そのため、展示作品の中には、
地元坂城町の宮入小左衛門行平刀匠が製作した太刀もあ
ります。また、人気クリエイターたちが描き起こした「未
来の日本刀をテーマにしたイラスト」も同時展示します。
会期：9月3日㈯～11月20日㈰

■坂城町 鉄の展示館
　〒389-0601�長野県埴科郡坂城町坂城6313-2　☎0268-82-1128
　https://www.tetsu-museum.info/2688.html

企画展 ｢二次元vs日本刀展in坂城｣

　正倉院宝物は、かつて東大寺の倉であった正倉院に
収納されていた品々で、その数はおよそ9,000件を数え
ます。正倉院展は、これらの中から毎年60件前後が厳
選され公開される展覧会で、今年で74回目を迎えます。
今年の正倉院展も例年と同様に、美しい工芸品から、
奈良時代の世相がうかがえる文書まで、さまざまな品
が出陳されます。
会期：10月29日㈯～11月14日㈪

　今年の10月、春日大社の摂社である若宮神社の本殿（重要文化財）の御造
替（社殿を造り替え、神宝や調度品などを新調する事業）が完了します。本
展覧会はこの大事業完了を記念し、若宮神社に奉納された工芸品やこれまで
の御造替にかかわる器物、歴史資料の数々を一堂に会し、壮麗な王朝文化の
世界に迫ります。
会期：12月10日(土)～１月22日(日)

■奈良国立博物館
　〒630-8213�奈良市登大路町50　☎050-5542-8600（ハローダイヤル）
　https://www.narahaku.go.jp/

特別展 ｢第74回 正倉院展｣

式年造替記念特別展
｢春日大社 若宮国宝展 ―祈りの王朝文化―｣

漆背金銀平脱八角鏡

　大倉集古館は、明治35年（1902）に大倉喜八郎が自邸
の一部を美術館として公開した大倉美術館を前身とし、
大正６年（1917）に財団法人化した、現存最古の私立美
術館であり、日本で最初の財団法人の私立美術館です。
　
　喜八郎が集めたものは日本・東洋の仏教美術、絵画、
工芸品、考古遺物、典籍など広範に及びましたが、大
正12年の関東大震災により所蔵品の多くが災禍に見舞
われます。その後、嫡子・喜七郎からの寄贈品を加え、
現在の大倉集古館の所蔵品が成り立っています。
　本展では、大倉財閥ゆかりの刀剣と中国の陶俑を中
心とし、中国の染織品、タイの美術品など、「他人の集め得ない物を大たばに、
大づかみに集めた」大倉コレクションのうち、関東大震災の爪痕を残す作品
も含め、長く公開されなかった貴重な工芸品を、東京国立博物館の優品とと
もに展観いたします。
　本年は大倉美術館が公開されてから120周年、財団法人大倉集古館が設立
されてから105周年の節目の年となります。大倉集古館ならではの作品を通
して、明治から昭和にかけての美術品収集の軌跡をたどります。
会期：8月16日㈫～10月23日㈰

■大倉集古館
　〒105-0001�東京都港区虎ノ門2-10-3　☎03-5575-5711
　https://www.shukokan.org/

企画展 ｢合縁奇縁～大倉集古館の多彩な工芸品～｣

　平安時代における武士の誕生から、中世東北武士の躍動、名実ともに政治・
経済・文化の中心的存在として現在の東北にも大きな影響を与えた近世大名
まで、東北における武士の歴史を追うことによって、日本史における武士と
いう存在がいかなるものであったのか、現在のわれわれにどのような影響を
与えたのかをあらためて考えたいと思います。
　また、武士の主要な武器であり、武士の精神性を象徴するようになる日本
刀について、特に武士の誕生・成長との関係という視点から、その変遷を追
います。
会期：10月1日(土)～11月27日(日)

■東北歴史博物館
　〒985-0862�宮城県多賀城市高崎1-22-1　☎022-368-0106
　https://www.thm.pref.miyagi.jp/

特別展 ｢みちのくのサムライたち 東北武士の系譜｣
　刀剣は、日本列島には弥生時代に初めてもたらされ、
その武力や輝きから神聖視され、戦いに用いる武器で
あるとともに、権力者の偉容を示す権威の象徴となり
ました。近年の研究では、刀装具を含め、中国や朝鮮
半島からの影響やその製作方法など、さまざまなこと
が明らかになりつつあります。
　本展覧会では、大阪府および古代歴史文化協議会を
構成する14県の古墳時代の刀剣類を一堂に集め、刀剣
から見た日本列島の古墳文化の特徴を紹介し、ヤマト
王権と地方の交流や、刀剣が古墳時代社会において果
たした役割を明らかにします。関東から九州にかけて
の古墳文化を彩った刀剣を通じて地域特有の文化を知り、文化を育んだその
場所に行ってみたくなるようなコーナーも設けます。
<展示構成>
序　章　刀剣文化の源流
第１章　刀剣のはじまりと前方後円墳の成立
第２章　刀剣が語る巨大古墳
第３章　刀剣からみた王権と地域支配
第４章　刀剣の生産
第５章　刀剣に込めた想い
終　章　刀剣のゆくえ
付　章　刀剣のふるさとを訪ねて（地域紹介コーナー）
会期：10月15日㈯～12月4日㈰

■大阪歴史博物館
　〒540-0008�大阪市中央区大手前4-1-32　☎06-6946-5728
　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

特別企画展 ｢刀剣～古代の武といのり～｣

■８月５日から３日間開催されました
東京都主催「ものづくり・匠の技の祭
典2022」に多数ご来場いただき、あり
がとうございました。小さいなお子さ
まからご年配の皆さままで、満遍なく
お立ち寄りになり、実演中の各職方の
皆さんとも直接ご交流いただき、実に
有意義なひとときでありました。あら
ためて日本刀文化に対する関心の深さ
を感じた３日間でありました。今後も
機会を見つけて出展してまいります。
ご来場、誠にありがとうございました。
� （公益財団法人日本刀文化振興協会） 左から明珍・吉原・大野・久保の各刀匠（撮影／トム岸田）

■日本橋高島屋S.C. 本館６階美術画廊
　〒103-8265�東京都中央区日本橋2-4-1　☎03-3211-4111
　https://www.takashimaya.co.jp/nihombashi/

　宮入小左衛門行
平師の東京で３年
ぶりの個展です。
弟子の作品も含
め、約20振が展示
販売されます。
会期：11月30日(水)～12月5日(月)　念のため開催時間はご確認願います。

宮入小左衛門行平展「 煌
きらめく

」

■去る６月１日から６日
まで、日本橋三越本店美
術特選画廊で「令和の刀�
明治の拵」が開催され
た。本展は長谷宝満堂と
（公財）日本刀文化振興協
会の協力で実現したもの
で、明治期の拵と、吉原
國家・大野義光・三上貞
直・宮入小左衛門行平・
久保善博・明珍宗裕・河
内一平の７人の現代刀匠
作品が展示・販売された。


